
　

京
都
市
左
京
区
大
原
は
、
か
つ
て
京
都
へ
柴
や
薪
を
供
給
し
て
き
た
地
域

の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
近
世
及
び
近
世
以
前
の
大
原
の

山
林
管
理
や
林
産
物
の
生
産
販
売
に
つ
い
て
、
史
料
、
特
に
村
方
文
書
に
基

づ
く
研
究
は
十
分
に
進
ん
で
こ
な
か
っ
た
。
第
一
報
で
は
、
近
世
に
お
け
る

木
柴
の
生
産
及
び
販
売
を
中
心
に
関
連
史
料
の
翻
刻
結
果
の
一
部
を
紹
介
し

た（
１
）。

　

江
戸
時
代
の
大
原
郷
は
、
勝
林
院
、
来
迎
院
、
大
長
瀬
、
上
野
、
戸
寺
、

草
生
、
野
村
、
井
出
の
八
か
村
か
ら
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
村
々
の
支
配

仕
組
み
に
つ
い
て
は
全
体
像
が
は
っ
き
り
と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
ぞ

れ
の
村
に
複
数
の
領
主
が
い
た
ほ
か
、
梶
井
門
跡
（
三
千
院
）
や
勝
林
院
、

来
迎
院
と
い
っ
た
寺
院
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
な

か
で
、
山
林
に
関
し
て
は
木
村
宗
右
衛
門（
２
）が

「
山
奉
行
」「
御
入
木
山
代
官
」

と
い
う
立
場
で
支
配
し
て
き
た
こ
と
が
収
集
史
料
か
ら
わ
か
っ
て
き
た
。
近

世
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
京
都
を
中
心
と
す
る
多
様
な
文
書
を
収
録
し

た
『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書（
３
）』

に
も
、
そ
の
名
前
が
出
て
く
る
。
大
原
を

含
む
数
箇
所
に
「
御
入
木
山
」
と
称
す
る
区
域
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
毎
年
一

定
の
上
納
を
受
け
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
は
不
明
な
部
分
が
多
い
。
こ
の
第
二
報
で
は
、
御
入
木
山
代
官
木

村
宗
右
衛
門
に
か
か
わ
る
文
書
の
う
ち
、
山
林
巡
見
の
様
子
を
示
す
文
書
、

山
林
巡
見
の
対
象
で
あ
る
御
用
木
に
か
か
わ
る
文
書
、
先
祖
書
な
ど
木
村
宗

右
衛
門
の
家
自
体
に
か
か
わ
る
文
書
の
三
点
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

本
報
告
に
て
翻
刻
し
た
文
書
の
出
所
を
示
す
と
、
史
料
一
〇
、一
二
、一
四

は
大
長
瀬
町
文
書
、こ
れ
ら
を
除
く
史
料
一
〜
一
五
は
勝
林
院
文
書
で
あ
る
。

ま
た
、
史
料
一
六
〜
二
一
は
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
も
の
で
あ
る（
４
）。

こ
れ

ら
の
史
料
は
、
内
容
に
よ
り
大
き
く
二
分
さ
れ
る
。
史
料
一
〜
一
五
は
山
林

巡
見
に
関
係
す
る
文
書
で
、
史
料
一
六
〜
二
一
は
木
村
宗
右
衛
門
の
家
に
関

係
す
る
文
書
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、年
代
順
に
配
置
し
た
。
以
下
、

そ
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　

木
村
宗
右
衛
門
は
、
御
入
木
山
代
官
と
し
て
支
配
地
の
巡
見
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
時
の
記
録
が
地
元
に
残
っ
て
い
る
。
巡
見
の
際
、
村
々
は
様
々
な

準
備
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
史
料
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
残
っ
て
い
る
の

は
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
の
史
料
七
〜
九
で
、
こ
れ
ら
は
「
三
冊
之
内
」

と
記
さ
れ
、
三
冊
ま
と
め
て
一
つ
の
史
料
で
あ
る
。
史
料
七
に
は
巡
見
が
行

わ
れ
た
前
後
の
出
来
事
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
の
巡
見
は
、
閏
一
月
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四
日
、
五
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
山
奉
行
よ
り
巡
見
に
行
き
た
い
旨
伝
え
ら

れ
、「
一
統
困
窮
之
事
故
」
延
期
を
申
し
出
た
が
、「
御
支
配
所
之
事
故
、
一

代
ニ
一
度
宛
ハ
御
見
分
在
之
例
格
ニ
付
」
是
非
と
も
巡
見
し
た
い
と
言
わ

れ
巡
見
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
定
期
的
な
も
の
で
は
な
い
が
、
巡
見
が
行
わ

れ
て
き
た
様
子
で
あ
る
。
史
料
七
に
は
、
こ
の
よ
う
な
巡
見
の
決
定
ま
で
の

経
緯
と
巡
見
が
決
ま
っ
て
か
ら
の
準
備
作
業
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
巡
見
を

受
け
入
れ
る
村
々
と
し
て
重
要
だ
っ
た
の
は
、
木
村
宗
右
衛
門
以
下
御
一
行

の
宿
所
の
手
配
と
食
事
の
準
備
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
文
政
五
年

（
一
八
二
二
）
の
巡
見
で
は
、
梅
ヶ
畑
よ
り
出
発
し
て
い
る
。
梅
ヶ
畑
も
御

入
木
山
の
あ
る
場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
巡
見
は
複
数
箇
所
を
ま
と
め
て
行

う
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
大
原
で
は
宝
泉
院
に
二
泊
し
て
お
り
、
寺

院
は
巡
見
時
の
宿
所
の
役
割
も
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

三
冊
の
う
ち
残
り
二
冊
で
あ
る
が
、
史
料
八
に
は
、
巡
見
の
準
備
に
あ
た

り
要
し
た
経
費
の
内
訳
が
細
か
く
記
載
さ
れ
、
史
料
九
に
は
、
巡
見
対
象
の

御
用
木
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

史
料
八
の
表
紙
で
あ
る
が
、「
両
院
、
六
郷
、
飛
山
」
役
人
中
と
記
載
さ

れ
て
い
る
。
両
院
と
は
、勝
林
院
、来
迎
院
を
指
し
、六
郷
と
は
、勝
林
院
村
、

来
迎
院
村
、
大
長
瀬
村
、
上
野
村
、
戸
寺
村
、
野
村
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

大
原
八
か
村
の
う
ち
草
生
村
と
井
出
村
が
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
あ
た

り
の
事
情
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
ま
た
、「
飛
山
」
に
つ
い
て
は
、
現
時
点

で
は
不
詳
で
あ
る
。史
料
八
の
支
出
一
覧
に
は
様
々
な
支
出
内
容
に
つ
い
て
、

い
つ
、
ど
こ
の
誰
に
、
何
の
費
用
と
し
て
、
い
く
ら
支
払
っ
た
か
が
詳
細
に

示
さ
れ
て
い
る
。
酒
代
や
菓
子
代
を
含
む
飲
食
全
般
、
宿
料
、
人
足
料
、
心

付
け
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
最
後
に
、
総
費
用
一
貫
四
八
二
文
二
厘
を
黒

木
一
万
二
千
把
で
割
り
、
一
把
あ
た
り
の
値
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

こ
こ
で
黒
木
一
万
二
千
把
と
い
う
の
は
、
大
原
が
納
め
る
べ
き
黒
木
の
総
量

で
あ
る（
５
）。大

原
全
体
の
黒
木
上
納
把
数
を
も
と
に
、村
別
の
負
担
額
が
決
ま
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

史
料
九
で
は
、
巡
見
に
あ
た
り
確
認
し
た
御
用
木
に
つ
い
て
、
場
所
、
樹

種
、
山
林
の
持
ち
主
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
樹
種
と
し
て
は
松
と
杉
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
史
料
は
勝
林
院
文
書
の
た
め
、
勝
林
院
関
係
持
山

分
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
の
元
の
文
書
で

は
、
御
用
木
の
内
容
と
し
て
は
樹
種
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
同

史
料
に
は
後
日
挟
み
込
ま
れ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
紙
片
が
あ
り
、
そ
こ
に

は
一
本
ご
と
に
枝
下
高
と
目
通
り
回
り
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
目
通
り
回
り

の
大
き
さ
を
み
る
と
、
最
も
細
い
も
の
で
三
尺
三
寸
の
杉
、
最
も
太
い
も
の

で
一
丈
二
寸
五
分
の
杉
と
な
っ
て
い
る
。
直
径
に
換
算
す
る
と
、
三
〇
㎝
か

ら
一
二
〇
㎝
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
挿
入
紙
片
の
方
に
は
檜
も
含
ま
れ
て
い

る
。
杉
、
檜
、
松
と
い
っ
た
針
葉
樹
が
御
用
木
と
し
て
巡
見
の
対
象
と
な
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

先
に
紹
介
し
た
史
料
七
の
最
後
に
は
、
御
用
木
に
古
木
と
新
木
と
い
う

区
分
が
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
新
木
は
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）

に
、
古
木
は
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
に
定
め
ら
れ
た
と
あ
る
。
文
政
五
年

（
一
八
二
二
年
）
の
時
点
で
は
、
古
木
の
場
合
、
指
定
か
ら
一
三
七
年
が
、

新
木
の
場
合
は
、
同
八
一
年
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
指
定
時
に
す

で
に
一
定
の
林
齢
に
達
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
御
用
木



の
杉
や
松
の
林
齢
は
相
当
高
い
も
の
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
史
料

九
に
は
計
一
〇
本
の
御
用
木
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、そ
の
う
ち
古
木
は
一
本
、

新
木
は
九
本
で
あ
る
。。

　

巡
見
は
毎
年
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
不
定
期
に
行
わ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
の
巡
見
に
つ
い
て
は
、大
長
瀬
町
文
書
、

勝
林
院
文
書
の
双
方
に
関
係
文
書
が
残
っ
て
い
る
。
史
料
一
二
（
大
長
瀬
町

文
書
）
に
は
、
嘉
永
七
年
正
月
の
大
原
巡
見
全
体
の
行
程
が
御
用
木
と
関
係

付
け
な
が
ら
記
載
さ
れ
て
い
る
。
大
長
瀬
町
内
及
び
勝
林
院
内
の
御
用
木
に

つ
い
て
は
、
巡
見
の
前
年
の
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
「
御
用
木
改
帳
」

が
そ
れ
ぞ
れ
作
成
さ
れ
て
い
る
（
大
長
瀬
村
が
史
料
一
〇
、
勝
林
院
が
史
料

一
一
）。
巡
見
の
範
囲
は
大
長
瀬
村
及
び
勝
林
院
の
み
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、

他
の
村
々
に
お
い
て
も
同
様
の
「
御
用
木
改
帳
」
が
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
が
、現
在
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。嘉
永
七
年（
一
八
五
四
）

の
巡
見
に
あ
た
っ
て
要
し
た
経
費
の
一
覧
を
示
し
た
史
料
は
、
大
長
瀬
町
文

書
、
勝
林
院
文
書
の
双
方
に
残
っ
て
い
た
。
い
ず
れ
も
同
一
の
文
書
か
ら
の

写
し
と
思
わ
れ
る
が
、
記
載
内
容
に
は
若
干
の
差
が
見
ら
れ
る
。
勝
林
院
文

書
に
は
、
経
費
一
覧
の
後
に
、
巡
見
御
一
行
に
提
供
し
た
食
事
の
献
立
が
記

載
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、本
報
告
に
は
勝
林
院
文
書
の
方
を
掲
載
し
た（
史

料
一
三
）。

　

巡
見
が
ど
れ
ほ
ど
の
頻
度
で
行
わ
れ
て
い
た
か
を
示
す
史
料
は
な
い
が
、

史
料
七
か
ら
は
、「
一
代
ニ
一
度
宛
」
は
巡
見
し
た
い
と
の
木
村
宗
右
衛
門

側
の
意
向
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
の
史
料
七
の

最
後
に
御
一
行
の
宿
所
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
宝
暦
五
年

（
一
七
五
五
）
に
は
両
坊
に
宿
泊
、
次
の
寛
政
年
中
に
は
善
逝
院
及
び
小
出

石
村
の
彦
右
衛
門
方
に
宿
泊
、
そ
し
て
今
回
は
宝
泉
院
に
宿
泊
と
記
載
さ
れ

て
い
る
。
少
な
く
と
も
、宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
と
寛
政
年
間
（
一
七
八
九

〜
一
八
〇
一
）
に
も
巡
見
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
の
巡
見
に
つ
い
て
は
、「
山
奉
行
御
見
廻
入
用
帳
」

が
残
っ
て
い
て
、
支
出
一
覧
が
わ
か
る
（
史
料
一
）。
村
々
の
分
担
額
を
含

め
、
記
載
事
項
は
史
料
八
と
概
ね
似
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
巡
見
の

際
に
確
認
し
た
と
思
わ
れ
る
御
用
木
の
リ
ス
ト
は
な
い
が
、
同
じ
宝
暦
年
間

の
宝
暦
一
三
年
（
一
七
六
三
）
に
作
成
さ
れ
た
「
御
運
上
山
御
立
木
覚
帳
」

が
あ
る
（
史
料
二
）。
こ
の
帳
面
に
は
、
御
用
木
ご
と
に
い
つ
御
用
木
の
指

定
を
受
け
た
か
が
記
載
さ
れ
て
い
て
興
味
深
い
。
貞
享
年
間
（
一
六
八
四
〜

一
六
八
八
）、
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
年
）
と
記
さ
れ
て
お
り
、
史
料
七
及

び
史
料
九
の
記
載
内
容
と
符
合
す
る
。

　

先
に
示
し
た
よ
う
に
、
史
料
七
か
ら
は
、
寛
政
年
間
に
も
巡
見
が
あ
っ
た

と
さ
れ
る
が
、
こ
の
時
期
の
史
料
は
見
あ
た
ら
な
い
。
史
料
七
で
は
言
及
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
明
和
年
間
に
も
巡
見
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
明

和
九
年
（
一
七
七
二
）
の
「
小
堀
木
村
両
役
人
立
合
御
見
分
入
用
帳
写
」
と

い
う
文
書
が
残
っ
て
い
る（
史
料
五
）。史
料
六
は
同
年
の
御
用
木
帳
で
あ
る
。

同
じ
明
和
年
間
の
御
用
木
関
係
の
文
書
と
し
て
、史
料
三
と
史
料
四
が
あ
る
。

史
料
四
に
は
四
七
本
に
の
ぼ
る
御
用
木
が
、
勝
林
院
本
堂
、
実
光
院
、
理
覚

院
、
宝
泉
院
分
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　

御
用
木
に
関
す
る
最
後
の
文
書
と
想
定
さ
れ
る
の
は
、
慶
應
四
年

（
一
八
六
八
）
の
御
用
木
改
帳
で
、
史
料
一
四
が
大
長
瀬
村
、
史
料
一
五
が



勝
林
院
の
分
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
御
入
木
山
代
官
木
村
宗
右
衛
門
と
は
ど
う
い
う
人
物
で
あ
ろ

う
か
。
そ
も
そ
も
ど
う
い
う
経
緯
で
、
大
原
等
に
お
け
る
御
入
木
山
支
配
が

行
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
三
』に
は
、「
御

入
木
山
之
義
宗
右
衛
門
先
祖

代
々
支
配
仕
来
候
、
従
往
古
之
年
数
不
相
知

候
由
」
と
記
さ
れ
て
い
る（

６
）。

い
つ
か
ら
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
代
々
支
配

し
て
き
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

史
料
一
六
は
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
の
「
先
祖
書
」
で
あ
る（
７
）。

こ
の

先
祖
書
に
よ
る
と
、
初
代
の
木
村
宗
右
衛
門（

８
）の

項
目
中
に
す
で
に
御
入
木
山

支
配
に
つ
い
て
、「
古
来
之
通
、
淀
川
過
書
奉
行
相
勤
可
申
旨
、
過
書
船
上

米
之
儀
、
為
家
領
被
為
下
置
候
、
且
城
州
・
河
州
ニ
而
、
御
代
官
所
木
津
川

筋
七
ヶ
所
之
上
荷
船
、
城
州
鹿
ヶ
谷
・
大
原
・
梅
ヶ
畑
御
入
木
山
支
配
、
前
々

之
通
無
相
違
被
為
仰
付
之
旨
、
土
井
大（
利
里
）
炊
頭
殿
を
以
被
仰
渡
候
、
右
之
前
後

淀
ニ
而
町
奉
行
同
様
相
勤
罷
在
候
」
と
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
木
村
宗
右
衛

門
の
名
前
は
従
来
あ
ま
り
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
京
都
に
い
た
幕
府
役

人
の
人
名
録
で
あ
る
『
京
都
武
鑑
』
に
は
、「
過
書
船
支
配
」
あ
る
い
は
「
淀

川
過
書
船
兼
帯
御
代
官
」
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る（
９
）。

し
か
し
、
こ
の
先
祖

書
に
は
、
木
村
宗
右
衛
門
が
淀
川
過
書
船
支
配
の
み
な
ら
ず
、
御
入
木
山
支

配
も
行
っ
て
き
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
注
目
さ
れ
る
。
但
し
、
こ
れ
ら
の

支
配
が
始
ま
っ
た
時
期
や
経
緯
に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
な
お
、

こ
の
文
章
に
該
当
す
る
時
期
は
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

前
後
の
記
載
内
容
か
ら
、
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
前
後
の
こ
と
か
と
思
わ

れ
る
。
遅
く
と
も
江
戸
時
代
の
初
期
に
は
、
す
で
に
こ
の
地
域
で
の
御
入
木

山
支
配
が
始
ま
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

明
治
時
代
に
入
り
、
木
村
宗
右
衛
門
に
よ
る
御
入
木
山
支
配
は
終
わ
る
こ

と
と
な
る
。
史
料
一
七
〜
二
一
は
、太
政
官
に
よ
り
収
集
さ
れ
た
「
公
文
禄
」

に
納
め
ら
れ
て
い
る
木
村
宗
右
衛
門
関
係
文
書
で
あ
る
。
史
料
一
七
は
慶
應

四
年
（
一
八
六
八
）、
史
料
一
八
〜
二
一
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
の
も

の
で
あ
る
。
史
料
一
七
は
、
大
政
奉
還
の
翌
年
三
月
に
木
村
宗
右
衛
門
か
ら

出
さ
れ
た
文
書
で
宛
先
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。「
同
月
廿
五
日
、
御
取
締

御
役
所
ニ
ヲ
イ
テ
、
御
代
官
并
淀
川
過
書
船
木
津
川
上
荷
船
御
入
木
山
支
配

共
、
是
迄
之
通
被
仰
付
候
旨
、
御
達
有
之
難
有
仕
合
奉
存
候
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
慶
應
四
年
一
月
二
五
日
の
時
点
で
は
、
引
き
続
き
御
入
木
山
支
配
を

任
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る）
10
（

。

　

本
報
告
で
は
、
大
原
の
御
入
木
山
代
官
木
村
宗
右
衛
門
の
巡
見
を
中
心
に

史
料
の
翻
刻
を
行
っ
た
。
御
入
木
山
の
台
帳
に
相
当
す
る
文
書
の
翻
刻
、
御

用
木
に
関
す
る
分
析
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
公
表
す
る
予
定
で
あ
る
。
そ

も
そ
も
御
入
木
山
と
は
一
体
何
を
意
味
す
る
の
か
、
御
入
木
山
代
官
の
職
務

と
は
一
体
何
か
と
い
っ
た
基
本
的
な
事
柄
に
つ
い
て
は
、
依
然
不
明
な
部
分

が
多
い
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
解
明
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

京
都
大
原
及
び
そ
の
周
辺
地
域
の
山
林
管
理
、
林
産
物
の
生
産
・
販
売
に
関

す
る
文
書
の
収
集
及
び
翻
刻
を
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

謝
辞

　

勝
林
院
文
書
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
宝
泉
院
代
表
役
員 

藤
井
宏
全
氏
の

快
諾
を
得
た
。
ま
た
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
史
料
の
使
用
に
つ
い
て
も
同
館



の
承
諾
を
得
た
。
史
料
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
大
原
古
文
書
研
究
会
の
上

田
寿
一
氏
、
下
村
千
恵
子
氏
、
山
室
荘
一
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
上
田
氏

に
は
、
史
料
の
提
供
面
に
お
い
て
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
以
上
の
皆
様

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
史
料
七
は
、
大
原
古
文
書
研
究
会
『
会

報
』
第
四
八
号
（
二
〇
〇
八
年
一
二
月
発
行
）
及
び
第
四
九
号
（
二
〇
〇
九

年
一
月
発
行
）
に
掲
載
し
た
も
の
を
一
部
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

注（
1
）　 

田
口
標
・
松
下
幸
司
・
宇
野
日
出
生
「
京
都
大
原
の
山
林
文
書
（
一
）」『
生
物
資

源
経
済
研
究
』
第
一
三
号
、
一
一
二
〜
一
二
四
頁
、
二
〇
〇
八
年
。

（
2
）　 

翻
刻
史
料
で
は
、
木
村
宗
右
衛
門
（
史
料
二
、三
、六
、七
、九
、一
二
、一
三
、一
六
〜

二
一
）、
木
村
惣
右
衛
門
（
史
料
一
六
）、
木
村
宗
左
衛
門
（
史
料
一
三
）、
木
村

惣
左
衛
門
（
史
料
一
〇
、一
一
、一
五
）、
木
村
富
五
郎
（
史
料
八
）
と
い
う
名
が

出
て
く
る
が
、
本
報
告
で
の
記
述
は
木
村
宗
右
衛
門
で
統
一
し
た
。

（
3
）　 

岩
生
成
一
監
修『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書　

上
下
巻
』（
清
文
堂
、一
九
七
三
年
）。

（
4
）　 

史
料
一
八
〜
二
二
は
、
国
立
公
文
書
館
蔵
「
公
文
禄
」
よ
り
。

（
5
）　 

前
掲
注
3
に
含
ま
れ
る
「
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
三
」
に
は
、「
山
城
所
々
御

入
木
山
御
運
上
之
事
」（
三
一
五
〜
三
一
七
頁
）
と
い
う
の
が
あ
り
、
北
大
原
の

運
上
分
と
し
て
黒
木
一
万
二
千
把
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
区
域
は
、
戸
寺
村
、
上

野
村
、
大
長
瀬
村
、
来
迎
院
村
、
同
寺
中
、
勝
林
院
村
、
同
寺
中
、
小
出
石
村
と
な
っ

て
お
り
、
大
原
八
か
村
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
同
文
書
か
ら
、
北
大
原
の
ほ
か
に
、

梅
ヶ
畑
、
鹿
ヶ
谷
に
も
御
入
木
山
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
6
）　

前
掲
注
3
の
三
一
七
頁
。

（
7
）　 

国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
家
伝
木
村
宗
右
衛
門
先
祖
書
」
の
翻
刻
に
あ
た
り
、「
○

中
略
」（
付
箋
）
よ
り
「
コ
ヽ
マ
テ
略
ス
」（
付
箋
）
ま
で
の
約
三
丁
分
に
つ
い
て

は
、文
中
挿
図
を
そ
の
ま
ま
転
載
し
た
。
な
お
、原
史
料
の
挿
図
は
彩
色
画
で
あ
る
。

当
該
箇
所
に
記
載
さ
れ
て
い
た
文
字
の
み
を
示
す
と
下
記
の
通
り
で
あ
る
。 

」は
、

原
文
の
改
頁
を
示
す
。

　
　
　

 

御
具
足
写
、御
紋
金
紛
、金
焼
附
」御
胴
丸
、水
牛
、御
紋
金
紛
、黒
天
鵞
絨
、金
粉
、

金
箔
」金
箔
、
水
牛
、
金
箔
、
同
、
同
、
水
牛
、
紺
繻
子
、
水
牛
、
水
牛
」拝
領

之
節
者
御
家
地
紺
繻
子
御
紋
金
紛
ニ
而
御
座
候
所
、父
宗
右
衛
門
芳
経
修
覆
仕
候
節
、

晒
布
ニ
取
替
御
紋
金
箔
ニ
仕
候
」紺
繻
子
、
金
泊
」御
替
御
兜
、
御
紋
金
箔
、
御
刀
、

無
銘
信
国
、
長
サ
弐
尺
三
寸
壱
歩
、
中
心
四
寸
九
歩
」但
御
白
鞘
ニ
信
国
与
有
之
、

（
8
）　 

史
料
一
六
で
は
、
木
村
宗
右
衛
門
勝
正
か
ら
記
述
が
始
ま
っ
て
い
る
。『
新

訂 

寛
政
重
修
諸
家
譜 

第
七
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
二
九
四
〜
二
九
六
頁
、

一
九
六
五
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
木
村
氏
の
項
に
は
、
勝
正
の
前
に
勝
重
の
項

目
が
あ
り
、「
豊
臣
太
閤
に
つ
か
へ
、
河
村
與
惣
右
衛
門
某
と
お
な
じ
く
入
木
山

及
び
過
書
船
を
支
配
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
か
ら
は
、
御
入
木
山
へ

の
か
か
わ
り
は
江
戸
時
代
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
9
）　 『
京
都
武
鑑
（
上
下
）』（
京
都
市
歴
史
資
料
館
、
二
〇
〇
三
年
・
二
〇
〇
四
年
）
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
六
三
文
書
す
べ
て
に
、
木
村
宗
右
衛
門
、
木
村
宗
左
衛
門
、
木

村
惣
左
衛
門
、
木
村
惣
右
衛
門
の
い
ず
れ
か
の
名
前
が
あ
る
。

（
10
）　 

大
原
と
な
ら
び
御
入
木
山
が
あ
っ
た
梅
ヶ
畑
市
ノ
瀬
村
の
文
書
「
明
治
弐
年
巳
六

月
御
入
木
御
用
木
御
改
メ
帳
」（
市
ノ
瀬
村
共
有
文
書
、
京
都
市
歴
史
資
料
館
写

真
帳
）
を
み
る
と
、
明
治
二
年
六
月
時
点
で
「
木
村
宗
右
衛
門
御
役
所
」
あ
て
に

御
用
木
改
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
は
木
村
宗
右
衛
門
に
よ
る
御
入
木
山

支
配
が
続
い
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
但
し
、
同
文
書
の
末
尾
に
は
、「
右
者

木
村
惣
右
衛
門
様
山
御
代
官
之
儀
、
此
度
御
免
ニ
相
成
候
ニ
付
、
持
山
根
帳
并
ニ
御

用
木
帳
等
、
村
方
之
控
帳
と
引
合
し
致
し
、
右
帳
面
之
通
り
京
都
府
御
役
所
江
木

村
宗
右
衛
門
様

御
引
渡
し
ニ
相
成
候
」
と
加
筆
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
加
筆
部
分

に
年
号
の
記
載
が
な
い
た
め
、
こ
れ
が
い
つ
の
時
点
の
こ
と
か
は
不
明
で
あ
る
。

凡
例

一
、 
翻
字
に
あ
た
っ
て
は
、
読
み
や
す
い
本
文
の
作
成
を
目
的
と
し
て
、
以
下
の
原
則
に

し
た
が
っ
た
。

　
（
1
） 
原
則
と
し
て
、現
代
常
用
の
字
体
を
用
い
、変
体
仮
名
は
平
仮
名
に
な
お
し
た
が
、

合
字
の
「

」
は
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
。



　
（
2
）
仮
名
の
清
濁
は
原
本
に
し
た
が
っ
た
。
ま
た
、
読
点
は
筆
者
が
適
宜
補
っ
た
。

　
（
3
）
抹
消
は
抹
消
記
号
「

」
を
用
い
て
示
し
、訂
正
後
の
文
字
を
行
間
に
翻
字
し
た
。

　
（
4
）
漢
字
二
文
字
以
上
の
畳
字
は
「

」
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
。

　
（
5
） 
虫
欠
損
等
に
よ
る
不
可
読
文
字
は
、
字
数
を
推
し
て
「
□
」「

」
で
あ
ら

わ
し
た
。

　
（
6
） 

筆
者
に
よ
る
注
記
は
、
文
字
注
を
〔　

〕
に
、
説
明
注
を
（　

）
で
示
し
た
。

一
、 

文
章
の
体
裁
は
、
原
本
に
し
た
が
う
こ
と
を
原
則
と
し
た
が
、
印
刷
の
都
合
に
よ
り

改
め
た
も
の
も
あ
る
。

（
田
口　
　

標　

京
都
大
学
農
学
研
究
科
生
物
資
源
経
済
学
専
攻　

　

松
下　

幸
司　

京
都
大
学
農
学
研
究
科
森
林
科
学
専
攻　
　
　
　

宇
野
日
出
生　

京
都
市
歴
史
資
料
館　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　

）

（
受
理
日
二
〇
〇
九
年
一
月
十
三
日
）

【
一
】
宝
暦
五
年
山
奉
行
御
見
廻
入
用
帳

「（
表
紙
）

　

宝
暦
五
年

　

山
奉
行
御
見
廻
入
用
帳

　
　

亥
十
月
廿
一
日

　
　
　
　
　

勝
林
院
寺
中
控　
　
　

」

　
　
　
　
　
　
　
　

覚

一
、
御
見
廻
ニ
付
飛
脚
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
百
五
十
文

一
、
同
被
召
出
候
節　
　
　
　
　
　
　
　

弥
次
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　

日
代
四
人
前　
　
　
　

沢
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　

拾
弐
匁

一
、
大
長
瀬
村
ニ
而
寄
会
入
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
百
五
拾
文

一
、
御
見
廻
之
儀
ニ
付
春
迄
御
免
御
願
出
京

　
　
　
　
　
　
　

拾
弐
匁
四
人
前　
　

三
郎
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甚
助

一
、
飛
脚
代　

弐
百
五
拾
文　

外
ニ
ひ
き
や
く
飯
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
拾
弐
文

一
、
来
迎
院
寄
会
入
用　

四
百
五
十
文

一
、
買
物
之
義
ニ
付
出
京　
　
　
　
　
　

為
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
代
六
匁

一
、
御
迎
ニ
被
参
候
節　
　
　
　
　
　
　

為
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　

日
代
四
人
前　
　
　

甚
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　

拾
弐
匁



一
、
御
迎
人
足
飯
代　
　
　
　
　
　
　

笹
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

善
五
郎

　
　
　
　

壱
貫
七
百
六
拾
四
文
、
但
シ
人
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
六
人
前

一
、
御
宿
代　

八
拾
六
匁　
　
　
　
　
　

南
之
坊

一
、
上
諸
白
五
升　

代
八
拾
七
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
百
七
拾
七
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
形
屋

一
、
並
酒
壱
斗
三
升　

代
壱
貫
三
百
文　
　

六
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

来
迎
院

一
、
酒
三
升　
　
　

代
三
百
三
十
文　
　
　

源
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
寺
村

一
、
上
白
米
五
斗　

代
三
貫
七
百
文　
　
　

弥
次
右
衛
門

一
、
上
夜
着
四
流
、
壱
ツ
ニ
付
代
百
文
宛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
日
分
八
百
文

一
、
中
夜
着
九
流
、
壱
ツ
ニ
付
四
拾
五
文
宛

　
　
　
　
　
　
　

二
日
分
八
百
四
拾
弐
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
兵
衛

　
　
　
　
　

弐
口

壱
貫
六
百
四
拾
弐
文

一
、
弐
百
七
拾
弐
文　
　
　
　
　
　
　
　
　

油
壱
升

一
、
九
拾
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豆
腐
十
丁

一
、
百
八
拾
四
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
弐
十
丁

一
、
四
拾
弐
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
足
汁
七
膳

一
、
四
拾
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

餅
八
ツ
、
人
足

一
、
四
拾
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

食
四
膳
、
人
足

一
、
拾
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

餅
弐
ツ

一
、
廿
弐
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
代
汁
壱
膳

一
、
百
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
汁
六
膳

一
、
百
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茶
代

　
　
　
　
　

九
百
拾
四
文　
　
　
　
　
　

八
勢
〔
瀬
〕出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
左
衛
門

一
、
七
拾
弐
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

油
三
合

一
、
弐
百
五
拾
五
文　
　
　
　
　
　
　
　
　

餅

一
、
百
拾
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
肴

一
、
十
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と〔灯
心
〕

う
し
み

一
、
百
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茶
代

　
　
　
　
　

五
百
五
拾
壱
文　
　
　
　
　

山
端

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
八

一
、
四
拾
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
原
紙
拾
枚

一
、
三
拾
六
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

半
紙
三
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
十
目
掛

一
、
四
百
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蝋
燭
拾
丁

一
、
百
五
十
文　
　
　
　
　
　
　
　

十
五
匁
が
け
五
丁

一
、
六
拾
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
は
こ
代

一
、
四
拾
五
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草
履
五
足

一
、
六
十
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
葉
粉
代

　
　
　
　
　

七
百
三
文　
　
　
　
　

松
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

善
兵
衛

一
、
三
百
四
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
尻
諸
入
用

一
、
弐
百
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茶
代



　
　
　
　
　

五
百
四
文

一
、
弐
百
拾
壱
文　
　
　
　
　
　
　
　

人
足
酒
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
出
石
村
長
四
郎

一
、
弐
百
廿
八
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
野
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
右
衛
門

　
　
　
　
　

右
ハ
昼
飯
之
義
ニ
付
色
々
間
違
有
之
ニ
付
入
用

一
、
上
茶
半
斤　

代
百
廿
四
文　
　
　
　
　

上
野
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
右
衛
門

一
、
拾
八
匁
壱
分　
　
　
　
　
　
　
　
　

菓
子
代
為
右
衛
門
承

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ひ
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伝
兵
衛

一
、
七
百
五
拾
文　

小
出
石
村
殿
様
御
休
足
酒
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
右
衛
門

一
、
殿
様
御
見
送
日
代　
　
　
　
　
　
　
　

権
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
郎
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甚
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
中
弐
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弥
次
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沢
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甚
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　

日
代

弐
十
七
匁

一
、
三
匁　

梅
ヶ
畑
ヘ
遣
シ
候
日
代　
　
　

庄
左
衛
門

一
、
弐
百
文　
　
　
　
　
　
　

人
足
代　
　

小
助

一
、
三
百
拾
文　

人
足
十
六
人　
　
　
　
　

北
野
ニ
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
代

一
、
御
礼
ニ
而
出
京
仕
候
日
代　
　
　
　
　

寺
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弥
次
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甚
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甚
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
郎
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沢
右
衛
門

　
　
　
　
　

日
代

五
十
四
匁　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

来
迎
院
村

一
、
弐
百
文　
　

駕
籠
代　
　
　
　
　
　
　

甚
助

一
、
三
拾
壱
匁　
　
　

乗
物
廻
日
代

一
、
拾
貫
五
百
四
拾
六
文　
　
　
　
　
　
　

青
物
代

一
、
五
拾
七
匁
八
分　
　
　
　
　
　

料
理
人
手
間
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
具
借
リ
代
御
礼

一
、
酒
弐
升　

代
弐
百
弐
十
文　
　
　
　
　

甚
助

一
、
百
文　

急
用
ニ
付
大
原
中
廻
リ
人
足　

与
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
出
石
村

一
、
炭
弐
俵　

代
三
百
廿
六
文　
　
　
　
　

権
右
衛
門

一
、
三
百
五
十
文　
　
　
　
　

四
拾
　
　

松
割
木
代

一
、
百
七
拾
弐
文　
　
　
　
　

芝
弐
拾

一
、
弐
百
文　
　
　
　
　
　
　

青
物
駄
賃
急
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
右
衛
門



一
、
六
拾
文　
　

小
出
石
村
ニ
而
寄
合
之
節
、
紙
代

　
　
　
　

銀

三
百
拾
八
匁
九
分

　
　
　
　

銭

弐
拾
七
貫
八
百
三
拾
弐
文

　
　
　
　

此
銀
三
百
八
十
九
匁
六
分
九
厘

　
　
　
　

弐
口

七
百
八
匁
五
分
五
リ
ン

　
　
　

壱
万
弐
千
把
ニ
割
、
拾
把
ニ
付
五
分
九
リ
ン
壱
毛

　
　
　

七
百
九
匁
三
分
六
厘

一
、
弐
千
七
百
弐
拾
壱
把
五
歩
四
厘　
　
　

勝
林
院
村

　
　
　
　
　
　
　

此
銀
百
六
拾
目
八
分
七
厘

一
、
弐
千
六
百
三
拾
八
把
八
歩
四
厘　
　
　

来
迎
院
村

　
　
　
　
　
　
　

此
銀
百
五
拾
五
匁
四
分

一
、
九
百
四
十
九
把
半　
　
　
　
　
　
　
　

来
迎
院
寺
中

　
　
　
　
　
　
　

此
銀
五
十
六
匁
壱
分
四
厘

一
、
九
百
九
拾
六
把
九
歩　
　
　
　
　
　
　

勝
林
院
寺
中

　
　
　
　
　
　
　

此
銀
五
十
八
匁
九
分
五
リ
ン

一
、
七
百
八
拾
九
把
三
歩　
　
　
　
　
　
　

大
長
瀬
村

　
　
　
　
　
　
　

此
銀
四
拾
六
匁
七
分
三
厘

一
、
千
五
百
九
十
八
把
弐
歩
弐
厘　
　
　
　

上
野
村

　
　
　
　
　
　
　

此
銀
九
拾
四
匁
五
分

一
、
六
百
拾
五
把
六
歩　
　
　
　
　
　
　
　

戸
寺
村

　
　
　
　
　
　
　

銀
三
拾
六
匁
四
分

一
、
千
弐
拾
弐
把
七
歩　
　
　
　
　
　
　
　

小
出
石
村

　
　
　
　
　
　
　

此
銀
六
拾
目
七
分

一
、
六
百
七
拾
六
把
三
歩　
　
　
　
　
　
　

飛
山

　
　
　
　
　
　
　

此
銀
三
十
九
匁
六
分
九
リ
ン

一
、
三
匁　
　
　

小
出
石
村
寄
合
掛
リ　
　

勝
林
院
寺
中

一
、
百
文　
　
　

上
野
村
ニ
而
寄
合
掛
リ　

同
寺
中

一
、　
　
　
　
　
　
　

六
郷
飛
山

殿
様
江
之
礼
銀

一
、
金
弐
百
匹　
　
　

殿
様
江

一
、
金
百
匹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
左
衛
門
方
へ

一
、

銀
弐
両　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彦
左
衛
門
方
へ

一
、
銀
三
匁　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

物
書
へ

一
、
弐
百
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

門
番
へ

【
二
】
宝
暦
十
三
年
御
運
上
山
御
立
木
覚
帳

「（
表
紙
）
宝
暦
十
三
癸
未
年

　

御
運
上
山
御
立
木
覚
帳

　
　
　
　
　
　
　

山
城
国
北
大
原

　

七
月　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
林
院
内

　
　
　

右
之
通
差
出
候
留
メ　
　
　
　
　
　

」

　
　
　
　
　

御
運
上
山
御
立
木
覚

貞
享
年
中
御
立
木

　
　
　
　

当
時
目
通
ニ
而　

太
サ
七
尺
五
寸

一
、
松　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
掛
山
有
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
サ
一
ノ
枝
迄
四
間



貞
享
年
中
御
立
木

　
　
　
　

当
時
目
通
ニ
而　

太
サ
九
尺
四
寸

一
、
松　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
之
瀬
山
有
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
サ
一
ノ
枝
迄
弐
間

　
　
　
　
　

右
二
ヶ
所
宝
泉
院
持
山

　
　
　
　
　
　

弐
本

寛
保
元
酉
年
御
立
木

　
　
　
　

当
時
目
通
ニ
而　

太
サ
弐
尺
七
寸

一
、
杉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ
山
ニ
有
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
サ
一
ノ
枝
迄
弐
間

　
　
　
　
　

を
よ
そ
道
の
り
三
丁

　
　
　
　
　

此
木
長
木
ニ
て
ハ
書
不
申
候

寛
保
元
酉
年
御
立
木

　
　
　
　

当
時
目
通
ニ
而　

太
サ
弐
尺
九
寸

一
、
杉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
山
ノ
内
有
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
サ
一
ノ
枝
迄
弐
間
四
尺
五
寸

　
　
　
　
　

を
よ
そ
道
の
り
二
丁

　
　
　
　
　

此
木
長
木
ニ
て
も
書
申
候

寛
保
元
酉
年
御
立
木

　
　
　
　

当
時
目
通
ニ
而　

太
サ
弐
尺
四
寸

一
、
杉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
山
ニ
有
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
サ
一
ノ
枝
迄
弐
間
壱
尺
壱
寸

　
　
　
　
　

右
者
理
覚
院
持
山

寛
保
元
酉
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一
、
杉

　
　
　
　

長
三
間　
　
　
　
　
　

長
四
間　
　
　
　
　
　
　

長
弐
間

　
　
　
　

三
尺
余　
　
　
　
　
　

三
尺
余

一
、
杉　
　
　
　
　
　

一
、
杉　
　
　
　
　
　
　

一
、

　
　
　
　

長
弐
間　
　
　
　
　
　

長
弐
間

　
　
　
　
　
　
　

字
ハ
あ
く
り
や
山

　
　
　
　

四
尺
廻
リ　
　
　
　
　

三
尺
廻　
　
　
　
　
　
　

三
尺
五
寸

一
、
杉　
　
　
　
　
　

一
、
杉　
　
　
　
　
　
　

一
、
杉

　
　
　
　

長
弐
間　
　
　
　
　
　

長
弐
間　
　
　
　
　
　
　

長
三
間
余

　
　
　
　

三
尺
廻　
　
　
　
　
　

三
尺
廻
リ　
　
　
　
　
　

三
尺
廻
リ

一
、
杉　
　
　
　
　
　

一
、
杉　
　
　
　
　
　
　

一
、
杉

　
　
　
　

長
弐
間
余　
　
　
　
　

長
三
間　
　
　
　
　
　
　

長
三
間

　
　
　
　

三
尺
五
寸　
　
　
　
　

三
尺
五
寸　
　
　
　
　
　

三
尺
廻
リ

一
、
杉　
　
　
　
　
　

一
、
杉　
　
　
　
　
　
　

一
、
杉

　
　
　
　

長
弐
間　
　
　
　
　
　

長
弐
間
余　
　
　
　
　
　

長
三
間

　
　
　
　
　
　
　

字
ハ
口
あ
く
り
や
山

　
　
　
　

三
尺
廻
リ　
　
　
　
　

三
尺
廻
リ

一
、
杉　
　
　
　
　
　

一
、
杉

　
　
　
　

長
弐
間
余　
　
　
　
　

長
弐
間
余

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
泉
院

【
五
】
明
和
九
年
小
堀
木
村
両
役
人
立
合
御
見
分
入
用
帳
写

「（
表
紙
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
郷

　

明
和
九
年
壬
辰
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
見
分
入
用
帳
写

　

小
堀
木
村
両
役
人
立
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飛
山　
　
　
　

」



一
、
六
拾
八
匁　
　
　
　
　

白
米
九
斗

　
　
　
　

七
分
五
リ
ン　
　

甚
之
丞
ロ
入

一
、
四
拾
七
匁
三
分　
　
　

青
物
さ
か
な
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
た
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
入
清
左
衛
門

一
、
五
拾
三
匁
三
分　
　
　

さ
か
な
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
入
清
左
衛
門

一
、
拾
弐
匁
五
分　
　
　
　

砂
川
入
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
五
殿
帰
り
之
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

料
理
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
寺

一
、
四
貫
四
拾
弐
文　
　
　
　

新
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
代

一
、
壱
貫
七
百　
　
　
　
　
　

平
八

　
　
　
　
　

四
拾
八
文　
　
　
　

は
ら
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
出
石
村

一
、
九
百
五
拾
文　
　
　
　

勘
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勘
重
郎

一
、
三
百
拾
三
文　
　
　
　
　

吉
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
ら
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
崎

一
、
六
匁　
　
　
　
　
　
　
　

米
弐
升

　
　
　

人
足
飯　
　
　
　
　
　

と
ふ
ふ
四
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
や
う
ゆ
五
合

一
、
百
弐
拾
文　
　
　
　
　
　

井
出
村
ニ
而
入
用

一
、
三
百
文　
　
　
　
　
　
　

あ
ふ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
升
弐
合

一
、
三
拾
文　
　
　
　
　
　
　

半
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
引
代

一
、
拾
弐
文　
　
　
　
　
　
　

半
し
壱
折

一
、
弐
百
文　
　
　
　
　
　
　

銭
か
り

一
、
弐
拾
文　
　
　
　
　
　
　

し
や
う
ゆ
四
合

一
、
弐
匁
七
拾
弐
文　
　
　
　

す
ミ
弐
俵

一
、
四
文　
　
　
　
　
　
　
　

た
ば
こ

一
、
四
拾
九
文　
　
　
　
　
　

わ
ら
じ
七
足

一
、
拾
文　
　
　
　
　
　
　
　

た
ば
こ

一
、
四
十
八
文　
　
　
　
　

か
た
ひ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
ん
た
く
代

一
、
弐
拾
文　
　
　
　
　
　
　

し
を
壱
升

一
、
百
四
十
八
文　
　
　
　
　

し
や
う
ゆ
三
升

一
、
百
四
十
八
文　
　
　
　
　

同
三
升

一
、
弐
拾
五
文　
　
　
　
　
　

す
五
合

一
、
拾
五
文　
　
　
　
　
　
　

半
紙
壱
折

一
、
弐
百
文　
　
　
　
　
　
　

み
そ

一
、
百
文　
　
　
　
　
　
　
　

な
す
び
六
拾

一
、
弐
百
文　
　
　
　
　
　
　

飛
脚
三
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
代

一
、
五
拾
文　
　
　
　
　
　
　

す
り
ば
ち

一
、
壱
貫
文　
　
　
　
　
　
　

料
理
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
代

一
、
七
拾
弐
文　
　
　
　
　
　

ぞ
う
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
足

一
、
弐
百
六
拾
七
文　
　
　

わ
ら
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
拾
七
足

一
、
弐
百
文　
　
　
　
　
　
　

か
み
ゆ
ひ
代



一
、
百
文　
　
　
　
　
　
　
　

孫
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
杯

一
、
百
五
拾
文　
　
　
　
　
　

二
条
へ
被
召
候
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
代

一
、
壱
貫
五
百
五
拾
文　
　

か
や
ふ
と
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
入
清
左
衛
門

一
、
弐
拾
八
匁
八
分　
　
　

青
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
入
与
市

一
、
七
拾
匁
八
分　
　
　
　
　

青
物
う
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
す
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駄
ち
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
崎
飛
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
百
文
渡
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
文
市
左
衛
門
渡
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
貫
嘉
兵
衛
渡
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
貫
京
払
イ

　
　

相
場
七
拾
匁
七
分
弐
厘

　
　
　
　
　
　
　
　

二
条

一
、
金
弐
両
弐
歩　
　
　
　

上
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

木
村

　
　

代
百
七
拾
弐
匁
九
分
五
厘

一
、
拾
匁
六
分　
　
　
　
　
　

清
左
衛
門
控

一
、
百
文　
　
　
　
　
　
　
　

与
市
借
シ

一
、
壱
貫
四
百
五
拾
文　
　
　

薪
木
代

一
、
百
目　
　
　
　
　
　
　
　

や
と
礼
銀

一
、
五
匁　
　
　
　
　
　
　

か
こ
礼
銀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

縫
之
助
所

一
、
三
百
文　
　
　
　
　
　
　

飛
脚
代

一
、
五
拾
文　
　
　
　
　
　
　

小
出
石
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
か
な
代

一
、
弐
拾
四
匁　
　
　
　
　

清
左
衛
門
日
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
人

一
、
弐
拾
弐
匁　
　
　
　
　
　

清
左
衛
門
寄
合
代

一
、
弐
拾
壱
匁　
　
　
　
　

与
市
日
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
人

一
、
拾
五
匁　
　
　
　
　
　

六
左
衛
門
日
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
人

一
、
六
匁　
　
　
　
　
　
　

久
次
郎
日
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
人

一
、
弐
拾
弐
匁　
　
　
　
　
　

久
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寄
合
代

一
、
三
百
文　
　
　
　
　
　
　

小
出
石
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
と
ち
ん

一
、
百
匁　
　
　
　
　
　
　
　

井
出
村
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
と
代

一
、
三
拾
九
匁　
　
　
　
　

年
寄
六
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
寺
村
日
代

一
、
弐
拾
弐
匁　
　
　
　
　

来
迎
院
寺
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寄
合
代

一
、
百
壱
匁
壱
分　
　
　
　
　

清
左
衛
門
渡
ス

一
、
百
目
七
分
六
厘
四
毛　
　

甚
之
丞
ニ
渡
ス

一
、
三
拾
九
匁
八
分
三
厘　
　

与
市
渡
ス

一
、
弐
拾
匁
六
分
弐
厘
弐
毛　

弥
次
衛
門
渡
ス

一
、
百
目
三
厘
弐
毛　
　
　

為
衛
門
渡
ス

一
、
四
拾
弐
匁　
　
　
　
　

市
左
衛
門
渡
ス

一
、
三
拾
九
匁　
　
　
　
　

久
次
郎
渡
ス

　
　

差
引
而



一
、
三
拾
壱
匁
五
分　
　
　

久
次
郎
方

出
ル

一
、
弐
拾
弐
匁　
　
　
　
　

来
迎
院
寺
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寄
合

一
、
七
匁
五
分　
　
　
　
　

大
長
セ
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寄
合

一
、
弐
拾
弐
匁　
　
　
　
　

上
野
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寄
合

一
、
弐
拾
弐
匁　
　
　
　
　

勝
林
院
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寄
合

一
、
七
匁
五
分　
　
　
　
　

戸
寺
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寄
合

一
、
二
百
四
拾
七
匁
四
分
弐
厘
五
毛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
内

一
、
金
壱
両
弐
分　
　
　
　

勝
林
院
寺
中

一
、
五
百
目　
　
　
　
　
　

同
寺
中

一
、
三
拾
六
匁
三
分　
　
　

右
之
利
足

一
、
四
拾
五
匁　
　
　
　
　

久
次
郎
日
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
五
人

一
、
五
拾
壱
匁　
　
　
　

清
左
衛
門
日
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
七
人

一
、
四
拾
弐
匁　
　
　
　

与
市
日
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
四
人

一
、
弐
百
文　
　
　
　
　
　

飛
脚
代

一
、
七
拾
八
匁　
　
　
　

甚
之
丞
日
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廿
六
人

一
、
四
百
文　
　
　
　
　
　

飛
脚
代

一
、
五
拾
壱
匁　
　
　
　

弥
次
衛
門
日
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
七
人

一
、
五
拾
四
匁　
　
　
　

市
左
衛
門
日
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
八
人

一
、
四
拾
八
匁　
　
　
　

為
衛
門
日
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
六
人

一
、
百
四
拾
文　
　
　
　
　

小
堀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飛
脚
代

一
、
百
弐
拾
文　
　
　
　

戸
寺
村
甚
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
や
う
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
ふ
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
五
殿
下
リ
之
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
セ
ニ
而
入
用

一
、
拾
弐
匁　
　
　
　
　
　

院
内
日
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
人

惣
合
銀
壱
貫
弐
百
三
拾
壱
匁
三
分

残
合
拾
三
貫
四
百
五
拾
九
匁

　

此
代
百
七
十
四
匁
九
分
七
厘

惣
合
壱
貫
四
百
六
匁
八
分
七
厘

右
之
内

　

百
四
拾
目
引

　

小
堀

礼
銀
戻
リ

引
残
リ

　

壱
貫
弐
百
六
拾
六
匁
弐
分
七
厘

外
ニ

一
、
三
匁　
　
　
　
　
　
　

為
衛
門
日
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
人

右
之
金
壱
万
弐
千
把
ニ
割
付



壱
把
ニ
付
壱
分
弐
毛
ツ
ヽ

百
把
ニ
付
拾
匁
弐
分
ツ
ヽ

院
内
木
高

　
　

千
百
三
拾
把
四
把
四
歩

右
之
割
合
ニ
而

百
拾
五
匁
七
分
八
厘

　
　
　
　
　
　
　
　

出
銀
也

【
六
】
明
和
九
年
延
保
年
中
已
来
買
得
山
并
新
古
御
用
木
控
帳

「（
表
紙
）

　

明
和
九
年

　

延
保
年
中
已
来
買
得
山
并
新
古
御
用
木
控
帳

　
　
　

辰
六
月
日　
　
　
　
　
　

勝
林
院
内　
　

」

　
　
　
　
　

山
弐
ヶ
所

一
、
き
び
か
尾
山　

元
文
五
申
年
上
之
村
喜
太
夫
方

求
之
候

一
、
白
水
山　
　
　

明
和
元
申
年
来
迎
院
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
竹
新
五
右
衛
門
方

求
之
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

本
堂
（
印
）

　
　
　
　
　

山
三
ヶ
所

一
、
口
焼
尾
山　
　

享
保
十
八
年
大
長
瀬
村
七
郎
兵
衛
方

求
之
候

一
、
鴨
巣
山　
　
　

元
文
四
未
年
大
長
瀬
村
吉
左
衛
門
方

求
之
候

一
、
西
庄
津
山　
　

宝
暦
九
卯
年
来
迎
院
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
竹
新
五
右
衛
門
方

求
之
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

普
賢
院
（
印
）

　
　
　
　
　

山
四
ヶ
所

一
、
古
知
谷
山　
　

寛
延
四
未
年
大
長
瀬
村
吉
之
丞
方

求
之
候

一
、
同
所
山　
　
　

同
年　
　
　
　

 

　
　
　

同
人

求
之
候

一
、
同
所
山　
　
　

同
年　
　
　
　
　

 

　
　

同
人

求
之
候

一
、
同
所
山　
　
　

同
年　
　
　
　
　

 

　
　

同
人

求
之
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

宝
泉
院
代
割　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　

源
仙
房
（
印
）

一
、
伊
王
谷
小
こ
屋
山　

宝
暦
元
年
来
迎
院
村
庄
治
郎
方

求
之
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

理
覚
院
代
割　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　

文
昌
房
（
印
）

　
　
　
　
享
保
十
八

右
之
通
元
文
五
申
年

明
和
元
申
年
迄
ニ
、
右
十
ヶ
処
之
山
院
内
ヘ
買
得
所

　
　
　
持
仕
候
、
少
茂
相
違
無
御
座
候
、
以
上
、

　
　

明
和
九
辰
年

　
　
　
　
　
　
　

六
月
十
日



　
　
　
　
　

御
用
木
惣
長
覚

新
御
立
木

一
、
杉
、
壱
本
、
上
山
内　
　
　
　

凡
惣
長
サ
四
間
半
余
御
座
候

新
御
立
木

一
、
杉
、
壱
本
、
同
所
山　
　
　
　

凡
惣
長
サ
五
間
四
尺
五
寸
程
御
座
候

新
御
立
木

一
、
杉
、
壱
本
、
大
山
内　
　
　
　

凡
惣
長
五
間
半
余
御
座
候

古
御
立
木

一
、
松
、
壱
本
、
大
掛
山　
　
　
　

凡
惣
長
六
間
余
御
座
候

古
御
立
木

一
、
松
、
壱
本
、
市
之
瀬
山　
　
　

凡
惣
長
五
間
余
御
座
候

新
御
立
木

一
、
杉
、
壱
本
、
奥
あ
く
り
や
山　

凡
惣
長
七
間
余
御
座
候

新
御
立
木

一
、
松
、
壱
本
、
西
庄
津
山　
　
　

凡
惣
長
四
間
余
御
座
候

新
御
立
木

一
、
杉
、
壱
本
、
伊
王
谷
山　
　
　

凡
惣
長
五
間
余
御
座
候

右
之
通
御
立
木
吟
味
仕
候
処
、
相
違
無
御
座
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
和
九
辰
年
六
月
十
日　

勝
林
院
役
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

春
定
（
印
）

御
入
木
山
御
代
官

　
　
　
　
　
　
　

木
村
宗
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
役
所

【
七
】
文
政
五
年
山
奉
行
見
分
之
記

「（
表
紙
）

　
　
　
　

三
冊
之
内

　

文
政
五
壬
午
年
閏
正
月
四
日
五
日

　
　

山
奉
行
見
分
之
記

　

年
行
事　

宝
泉
院
覚
雄

　

被
官
年
番　
　
　

藤
八

　
　
　
　
　
　
　
　

勝
林
院
寺
中　
　

」

　
　

文
政
五
壬
午
年
閏
正
月
山
奉
行
見
分
之
記

一
、 

正
月
年
頭
ニ
被
官
出
京
之
砌
、
山
奉
行
木
村
宗
右
衛
門
手
代
今
泉
嘉
左

衛
門

、
当
旦
那
未
タ
御
支
配
所
御
見
分
無
御
座
候
ニ
付
、
早
春
ニ
御

見
分
可
在
之
候
間
、
兼
而
其
用
意
可
致
様
被
申
渡
候
事
、
夫
ニ
付
村
方

一
統
彼
是
レ
申
合
候
処
、
一
統
困
窮
之
事
故
、
何
卒
御
延
引
被
下
度
段
、

手
代
衆
迄
申
述
候
へ
共
、
先
キ
方
演
説
ニ
者
御
支
配
所
之
事
故
、
一
代

ニ
一
度
宛
ハ
御
見
分
在
之
候
例
格
ニ
付
、
是
非
共
当
年
者
其
積
り
ニ
可

致
様
被
申
候
事
、
且
又
山
之
絵
図
、
夫
々
色
分
ヶ
致
し
、
可
差
上
様
被

申
渡
、
扨
寺
中
六
郷
飛
山
寄
合
之
上
相
談
、
絵
図
面
之
儀
も
火
急
之
事

故
、
色
分
ヶ
等
致
し
兼
候
ニ
付
、
墨
絵
ニ
而
相
認
メ
さ
せ
、
尚
又
御
見

分
之
儀
、
強
而
御
延
引
可
相
願
様
相
談
致
し
、
庄
屋
出
京
候
處
、
木
村

之
飛
脚
ニ
道
ニ
而
掛
ヶ
違
、
先
キ
方
へ
参
り
候
へ
共
、
右
願
之
儀
者

不
及
其
儀
候
事
、
扨
飛
脚
者
来
ル
閏
正
月
四
日
、
梅
か
畑
よ
り
大
原
へ

御
見
分
、
五
日
御
滞
留
ニ
而
、
六
日
御
帰
宅
ニ
候
間
、
其
旨
可
相
心
得



様
申
来
り
候
事
、
右
之
通
り
甚
火
急
之
儀
、
銘
々
倒
惑
早
速
寄
合
之
上
、

宿
所
并
ニ
料
理
万
端
相
談
在
之
候
事
、
右
等
之
趣
、
伝
聞
候
也
、

一
、 
廿
九
日
村
方
惣
代
と
し
て
、
野
村
津
吉
伊
三
郎
并
佐
兵
衛
両
人
来
ル
、

演
説
ニ
者
此
度
山
奉
行
御
見
分
ニ
付
、
宿
所
之
儀
種
々
相
談
も
仕
候

得
共
、
御
尋
之
通
在
家
ニ
而
者
迚
も
出
来
兼
候
故
、
佐
竹
氏
へ
段
々
相

頼
候
得
共
、
此
節
ハ
病
人
在
之
候
ニ
付
、
被
相
断
候
間
、
倒
惑
仕
候
、

夫
ニ
付
甚
申
兼
候
得
共
、
此
度
ハ
此
御
寺
ヲ
借
用
仕
度
、
一
統
右
之
趣

相
願
候
旨
、
即
返
答
ニ
者
達
而
相
断
度
趣
申
演
候
へ
共
、
是
非
共
相
頼

度
様
子
故
、
無
拠
承
知
之
旨
及
返
答
候
事
、
尤
此
寺
之
儀
者
宮
様
御
宿

坊
之
儀
故
、
彼
方
役
人
中
ニ
而
も
余
り
無
礼
等
不
被
致
候
様
、
兼
申
入

可
置
様
、
且
又
魚
類
抔
ヲ
相
遣
シ
候
事
者
決
而
不
相
成
、
其
趣
堅
ク

可
相
心
得
置
様
申
渡
候
事
、
扨
又
当
用
諸
道
具
類
在
合
丈
ヶ
ハ
借
用
仕

度
由
相
願
候
故
、
其
儀
も
承
知
之
事
、

一
、 

閏
正
月
三
日
夜
、庄
屋
九
兵
衛
呼
ニ
遣
シ
、則
万
事
聞
合
、且
明
朝
早
々

寺
明
ケ
渡
し
可
申
候
間
、
可
受
取
様
申
渡
候
之
事
、
尤
今
日
迄
ニ
寺
内

相
片
付
明
渡
し
、
御
殿
ヘ
引
取
り
候
積
り
ニ
致
し
置
候
事
、

一
、 

同
四
日
朝
九
兵
衛
藤
八
并
料
理
方
人
足
等
来
、
則
寺
明
ケ
渡
ス
、
旦
借

し
遣
ス
物
左
之
通
、

一
、
黒
塗
本
膳　

壱
膳　
　

一
、
同
上
分
椀
皆
具
一
人
前　

一
、
置
爐
燵　
　
　

壱
ツ

一
、
黒
膳　
　
　

十
人
前　

一
、
黒
椀
皆
具　
　

十
人
前　

一
、
手
た
ら
い
新　

壱
ツ

一
、
黒
塗
飯
櫃　

二
ツ　
　

一
、
黒
盆　
　
　
　

五
人
前　

一
、
茶
呑
茶
碗
上
一
中
十

一
、
木
具
八
寸　

二
ツ　
　

一
、
硯
蓋　
　
　
　

壱
枚　
　
　
　

盃
上
一
中
三

一
、
茶
附
茶
碗　

十
人
前　

一
、
大
皿　
　
　
　

十
人
前　

一
、
銅
鍋　
　
　
　

二
ツ

一
、
小
皿　
　
　

十
人
前　

一
、
大
皿
鉢　
　
　

五
枚　
　

一
、
ち
ろ
り　
　
　

壱
ツ

一
、
は
ち　
　
　

五
ツ　
　

一
、
茶
盆　
　
　
　

壱
、
茶
台
二
ツ

一
、
火
鉢　
　
　

三
ツ　
　

一
、
多
葉
粉
盆　
　

四
面

一
、
燭
台　
　
　

二
本　
　

一
、
行
燈　
　
　
　

三
ツ
、
手
燭
二
ツ

一
、
下
部
分
朱
椀
十
人
前　

一
、
同
木
皿　
　
　

十
人
前

一
、
朱
折
敷　
　

十
人
前　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

其
外
台
所
廻
り
□
道
具
等
在
之
侭
ニ
而
か
し
遣
し
候
事
、

　
　

 

未
之
刻
頃
、
山
奉
行
木
村
留
五
郎
家
老
今
泉
嘉
左
衛
門
小
田
切
順
左
衛

門
并
近
習
四
人
下
部
等
至
着
、尤
迎
ヒ
之
庄
屋
者
昨
日

宿
掛
ケ
ニ
而
、

今
朝
梅
ヶ
畑
迄
参
り
候
由
、
人
足
之
者
者
今
日
北
野
迄
参
り
候
趣
、
山

端
ニ
而
中
食
当
郷
中

申
付
候
事
、
是
者
当
方

可
致
筈
ニ
而
者
無
之

候
故
、
前
達
而
達
而
相
断
候
へ
共
、
今
泉

強
而
此
方

可
致
様
被
申

渡
候
由
ニ
付
、
其
用
意
致
し
候
所
、
如
何
間
違
ヒ
候
哉
、
先
キ
方

も
弁
当
持
参
ニ
而
、
二
重
ニ
相
成
候
様
伝
聞
候
事
、
其
日
者
見
分
戸
寺

よ
り
此
所
迄
、
道
々
通
り
掛
ケ
ニ
遠
見
被
致
候
由
也
、
扨
七
ツ
時
分
、

御
用
木
帳
面
可
差
出
様
、
役
方

被
申
儀
之
趣
ニ
付
、
則
相
添
差
出
、

尤
認
様
者
兼
而
今
泉

指
図
在
之
候
故
、
其
趣
ニ
相
認
別
ニ
形
タ
在

之
、
扨
又
役
者
観
正
院
役
人
中
迄
、
此
度
者
御
見
分
御
苦
労
之
段
、
為

御
挨
拶
伺
公
之
趣
、
差
遣
し
候
事
、
尚
又
来
迎
院
役
者
も
当
時
所
労
断
、

名
代
と
し
て
観
正
院

挨
拶
為
致
候
事
、
尤
寺
中

取
扱
之
儀
者
、
被

官
年
番
之
者
ニ
任
セ
置
候
而
、
此
方

者
一
切
差
構
無
之
候
事
、
尚
又

兼
而
者
食
堂
之
方
ヲ
下
部
之
宿
所
ニ
借
用
致
度
様
相
頼
来
り
候
故
、
其

積
り
ニ
致
し
置
候
へ
共
、
彼
方
役
方
之
心
得
ニ
而
、
矢
張
宝
泉
院
方
ニ

留
メ
置
候
様
と
の
事
故
、
食
堂
方
者
不
相
用
、
但
庄
屋
中
之
休
息
所

ニ
致
し
候
趣
也
、
且
又
彼
方
よ
り
馬
者
門
内
ニ
留
置
事
如
何
哉
之
旨
、

御
口
合
来
り
候
故
、
所
司
代
御
順
見
之
砌
も
無
其
儀
候
故
、
決
而
不
相



成
趣
申
遣
シ
候
ニ
付
、
在
所
内
へ
為
引
之
事
、

一
、 

五
日
、
今
日
者
小
出
石
村
之
方
見
分
之
趣
ニ
而
、
早
朝
よ
り
庄
屋
案
内

致
し
候
由
、
尤
此
度
者
兼
而
今
泉
嘉
左
衛
門
取
計
を
以
、
大
躰
之
所

者
皆
々
遠
見
ニ
而
相
済
、
是
等
悉
皆
今
泉
之
働
ニ
而
、
ケ
様
ニ
相
成
候

様
子
ニ
伝
聞
候
事
、
扨
中
食
者
小
出
石
村
宇
右
衛
門
方
ニ
而
弁
当
遣
シ

候
由
、
八
ツ
時
分
ニ
相
済
候
事
、
来
迎
院
谷
者
和
田
之
辺
よ
り
遠
見
ニ

而
相
済
候
事
、

一
、 

六
日
早
朝
未
明
ニ
出
立
、
帰
京
被
致
候
事
、
則
送
リ
之
庄
屋
人
足
等
、

如
迎
之
時
、
入
用
割
合
等
帳
面
別
ニ
在
之
候
事
、

一
、 

宿
所
之
事
、
宝
暦
五
年
之
節
ハ
両
坊
ニ
而
二
宿
致
し
候
趣
、
其
次
寛
政

年
中
之
節
ハ
、
善
逝
院
ニ
而
一
宿
、
小
出
石
村
彦
右
衛
門
方
ニ
而
一
宿

之
由
也
、
此
度
者
宝
泉
院
ニ
而
二
宿
也
、

　
　
　

御
用
木
之
事

貞
享
二
年
中
之
立
木　

是
ヲ
古
木
与
云
、

寛
保
元
酉
年
之
立
木　

是
ヲ
新
木
与
云
、

　
　
　
　

当
年
迄
八
十
年
ニ
相
成
候
由
、

【
八
】 

文
政
五
年
御
入
木
山
御
奉
行
木
村
富
五
郎
様
御
入
部
ニ
付
諸
入
用
控

帳

「（
表
紙
）

　
　
　
　
　

三
冊
之
内

　

文
政
五
年　
　
　
　
　

両
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
郷　

役
人
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飛
山

　
　

御
入
木
山

　
　

御
奉
行
木
村
富
五
郎
様

　
　

御
入
部
ニ
付
諸
入
用
控
帳

　

壬
午

　
　

閏
正
月
四
日　

勝
林
院
寺
中
控　
　
　

」

閏
正
月
四
日
梅
畑

御
出
ニ
付
、
当
郷
へ
御
着
ハ
四
日
八
ツ
時
昼
、
弐
夜
則

宝
泉
院
ニ
て
御
宿
、
六
日
朝
明
六
ツ
時

御
立
ニ
相
成
候
事
、
右
ニ
付
諸
入

用
左
之
通
、

勝
ノ
九
兵
衛
控

一
、
金
百
疋　
　
　
　
　
　

殿
様
御
代
宿
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

被
為
蒙
仰
候
ニ
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
恐
悦
上
候

一
、
百
文　
　
　
　
　
　
　

右
献
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ
き
代

一
、
銀
六
匁　
　
　
　
　
　

右
持
参
勝
林
院
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
兵
衛
日
代
、
巳
極
月

戸
ノ
新
兵
衛
控

一
、
四
百
文　
　
　
　
　
　

右
一
件
御
下
部
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飛
脚
ち
ん



一
、
四
百
文　
　
　
　
　
　

御
廻
見
之
御
先
触

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
参
之
飛
脚
賃

正
月
廿
六
日

一
、
銀
廿
四
匁　
　
　
　
　

来
ノ
佐
兵
衛
宅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寄
合
雑
用
、
但
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
飯
夕
飯
共
九
人

同
廿
九
日

一
、
同
三
拾
目　
　
　
　
　

勝
ノ
九
兵
衛
方
寄
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雑
用
、
中
飯
夕
飯
人
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
弐
人

閏
月
八
日

一
、
同
弐
拾
七
目　
　
　
　

勝
ノ
藤
八
宅
ニ
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寄
合
、
中
飯
夕
飯
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
数
十
一
人

一
、
銀
四
拾
目　
　
　
　
　

料
理
人
日
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

来
ノ　
　
　
　

勝
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
三
郎　
　
　

藤
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
数
四
日

井
ノ
与
兵
衛
ノ
控

一
、
同
百
丗
三
匁　
　
　
　

料
理
薬
并
肴
物　

　
　
　
　

弐
分
五
り　
　
　

諸
色
買
も
の
代

一
、　

内
拾
五
匁
五
分
拾
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
菓
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

極
上
菓
子

勝
ノ
九

一
、
銀
七
匁　
　
　
　
　
　

柴
拾
四
束
代

一
、
銀
拾
匁
八
分　
　
　
　

割
木
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

但
し
十
八
束

小
権
一
、
同
拾
九
目
七
分　
　
　

炭
七
俵
代

小
権
一
、
三
百
文　
　
　
　
　
　

小
出
石
村
ニ
て
入
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ば
代

勝
九
一
、
百
七
拾
九
文　
　
　
　

半
紙
七
折

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
原
五
枚

同一
、
百
文　
　
　
　
　
　
　

御
上
手
洗
手
ぬ
く
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
、
但
し
壱
ツ

ノ
伊
一
、
壱
貫
百
七
拾
六
文　
　

野
村

取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
代

石
甚
一
、
四
百
文　
　
　
　
　
　

御
小
休
并
柴
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
折
甚
兵
衛
店

小
権
一
、
弐
百
文　
　
　
　
　
　

小
出
石
村
善
七
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
小
休
之
茶
代

同
し
く

一
、
五
百
四
拾
弐
文　
　
　

高
瀧
谷
道
造
り
ニ
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
足
之
酒
代

一
、
弐
貫
文　
　
　
　
　
　

小
出
石
村
彦
右
衛
門
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

狩
人
中
飯
代

小
権
一
、
七
百
三
拾
弐
文　
　
　

権
右
衛
門
宅
ニ
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
飯
入
用
品
物
代

同一
、
金
百
疋　
　
　
　
　
　

同
人
宅
ニ
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
小
休
ノ
座
敷
料



戸
新
一
、
弐
貫
百
文　
　
　
　
　

閏
正
月
三
日
夜
北
野
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
迎
人
足
、
十
五
人
、
花
尻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
兵
衛
宅
着
賃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
代

同一
、
百
五
拾
文　
　
　
　
　

間
棹
代
、
但
し
弐
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
間
ノ
棹
三
本

一
、
壱
貫
文　
　
　
　
　
　

戸
寺
新
兵
衛
宅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

両
度
御
小
休
料

井
与
一
、
弐
朱
壱
片　
　
　
　
　

八
瀬
出
し
と
う
ふ
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
小
休
両
度
料

一
、
百
文　
　
　
　
　
　
　

八
瀬
村
外
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勘
三
郎
方
御
休
料

井
与
一
、
五
拾
六
匁　
　
　
　
　

山
端
山
形
や
五
兵
衛
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

両
度
御
昼
雑
用

同一
、
壱
貫
八
百
五
拾
三
文　

同
断

一
、
弐
朱
壱
片　
　
　
　
　

柳
大
半
店

　
　

又
壱
歩　
　
　
　
　
　

御
休
茶
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
ニ
雑
用

一
、
三
百
廿
文　
　
　
　
　

同
所
酒
代

同一
、
弐
百
文　
　
　
　
　
　

御
土
産
物
、
京
都
ニ
而

　
　

壱
歩　
　
　
　
　
　
　

品
々
買
も
の
代

　
　
　
　

一
、
五
貫
■けし百
文　
　
　
　

俄
入
用
ニ
付
無
拠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
足
買
上
ケ
賃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
馬
守
共

大
竹
一
、
百
五
拾
文　
　
　
　
　

御
先
箱
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
足
増
ち
ん

同
し
く

一
、
弐
百
八
拾
四
文　
　
　

御
馬
大
豆
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

但
し
四
升

一
、
弐
貫
百
文　
　
　
　
　

大
長
瀬
米
嘉
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
買
も
の
料

大一
、
弐
百
文　
　
　
　
　
　

間
縄
弐
組
代

大一
、
四
拾
六
匁　
　
　
　
　

白
米
七
升斗
五
升

一
、
弐
百
五
拾
文　
　
　
　

吉
兵
衛
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
ら
ん
し
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
う
し
み
代

一
、
弐
貫
弐
百
文　
　
　
　

夜
着
ふ
と
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

借
り
賃
、
但
し
□
□
分

左
竹
一
、
金
壱
歩　
　
　
　
　
　

衣
夜
着
、
但
外
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
道
具
か
り
ち
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
竹
此
分

一
、
百
文　
　
　
　
　
　
　

風
呂
か
り
ち
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

来
ノ
新
五
右
衛
門

一
、
百
文　
　
　
　
　
　
　

同
、
大
ノ
門
助

一
、
百
文　
　
　
　
　
　
　

来
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
道
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

諸
色
か
り
ち
ん

一
、
廿
四
文　
　
　
　
　
　

小
道
具
、
勝
ノ
小
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り
ち
ん

一
、
三
拾
弐
文　
　
　
　
　

や
く
分
か
り
ち
ん



一
、
三
拾
弐
文　
　
　
　
　

ち
よ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り
ち
ん

一
、
百
疋　
　
　
　
　
　
　

勝
ノ
九
兵
衛
宅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

諸
道
具
か
り
ち
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

但
し
大
そ
ん
じ

一
、
三
百
文　
　
　
　
　
　

食
堂
ノ
挨
拶

一
、
金
百
疋　
　
　
　
　
　

御
馬
部
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り
ち
ん

一
、
金
壱
両
弐
歩　
　
　
　

宝
泉
院
御
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
夜
座
敷
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
具
か
り
ち
ん
と
も

一
、
壱
歩
分　
　
　
　
　
　

御
手
廻
り
下
部
へ

　
　

壱
貫
九
百
文　
　
　
　

祝
義
酒
肴
代
と
も

一
、
弐
歩
弐
朱　
　
　
　
　

近
習
四
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
い
り
や
う
壱
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菓
子
料

一
、
四
百
文　
　
　
　
　
　

部
屋
頭
之
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
心
申
遣
ス

一
、
壱
歩　
　
　
　
　
　
　

北
野
敦
賀
屋
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雑
用
人
足
十
五
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

汁
酒
代

一
、
弐
朱　
　
　
　
　
　
　

同
店
御
休
料

一
、
壱
歩　
　
　
　
　
　
　

梅
畑
行
雑
用

一
、
金
弐
百
疋　
　
　
　
　

小
田
切
唯
右
衛
門
殿
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
挨
拶
金

一
、
金
壱
両　
　
　
　
　
　

御
巡
見
前
ニ
今
泉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嘉
右
衛
門
殿
へ
遣
ス

一
、
百
三
拾
文　
　
　
　
　

勝
ノ
専
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
壱
升
代

一
、
六
百
文　
　
　
　
　
　

京
都
へ
料
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

買
も
の
荷
持
人
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雇
ち
ん
、
弐
人

一
、
百
文　
　
　
　
　
　
　

山
端
へ
返
し
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ん
せ
ん

一
、
金
弐
両　
　
　
　
　
　

今
泉
嘉
右
衛
門
殿
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
挨
拶
金

一
、
拾
目　
　
　
　
　
　
　

入
用
金
、
利
足

一
、
三
貫
八
百
廿
文　
　
　

送
り
ニ
付
色
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
用
、
人
足
十
七
人

一
、
五
拾
文　
　
　
　
　
　

殿
様
御
下
駄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

直
し
ち
ん

一
、
三
拾
目　
　
　
　
　
　

戸
寺
村
新
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
駄
直
し
代

一
、
廿
四
目　
　
　
　
　
　

上
野
村
甚
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
代

一
、
三
拾
目　
　
　
　
　
　

大
長
瀬
村
竹
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
代

一
、
廿
七
目　
　
　
　
　
　

来
迎
院
新
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
代

一
、
三
拾
三
目　
　
　
　
　

勝
林
院
村
九
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
代

一
、
弐
拾
七
匁　
　
　
　
　

小
出
石
村
権
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
代

一
、
廿
壱
匁　
　
　
　
　
　

草
王
村
甚
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
代

一
、
拾
八
匁　
　
　
　
　
　

野
村
伊
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
代

一
、
廿
四
目　
　
　
　
　
　

井
出
村
与
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
代



一
、
拾
八
目　
　
　
　
　
　

来
ノ
寺
中
佐
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
代

一
、
廿
壱
目　
　
　
　
　
　

勝
ノ
寺
中
藤
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
代

　
　

銭

三
拾
貫
弐
百
五
拾
弐
文

　
　
　
　

此
銀
弐
百
七
拾
弐
匁
弐
分
七
厘

　
　

銀

六
百
八
拾
弐
匁
七
分
五
厘

　
　

金

八
両
弐
歩

　
　
　
　

此
銀
五
百
廿
七
匁

三
口

壱
貫
四
百
八
拾
弐
匁
弐
厘

　
　
　

右
壱
万
弐
千
把
ニ
割

　
　
　
　

拾
把
ニ
付
壱
匁
弐
分
三
厘
五
毛

右
之
通
、
当
年
之
諸
入
用
已
前
之
度
よ
り
多
ク
相
掛
り
候
事
、
畢
竟
掛
り
之

者
不
案
内
故
、
二
重
之
物
入
な
ど
ニ
而
如
此
ニ
相
成
候
也
、
已
後
者
兼
而
此

等
之
趣
相
心
得
、
一
統
相
談
之
上
、
先
キ
方
役
人
衆
中
へ
内
々
致
入
魂
取
扱
、

料
理
等
大
躰
一
汁
二
菜
歟
三
菜
位
ニ
而
、
其
代
ニ
不
行
届
事
ヲ
相
断
候
而
、

小
々
宛
之
心
付
近
習
衆

下
部
ニ
至
ル
迄
、
夫
々
へ
遣
し
候
方
、
却
而
双

方
都
合
宜
候
由
、
此
度
も
後
ニ
而
心
付
キ
後
悔
千
万
也
、
仍
之
已
後
之
度
者

兼
而
被
官
年
番
之
者
へ
得
与
申
付
置
候
様
、
専
要
之
事
、

【
九
】
文
政
五
年
御
用
木
改
帳

「（
表
紙
）

　
　
　
　

三
冊
の
内

　

文
政
五
閏
午
年

　

御
用
木
改
帳

　
　
　
　
　

山
城
国
北
大
原

　

閏
正
月　
　
　

勝
林
院
寺
中　

」

　
　
　
　
　

覚

市
之
瀬
山
有
之

一
、
松　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
本

　
　
　
　

心
覚

　
　
　
　
　
　

此
壱
本
者
、
貞
享
二
年
ニ
相
立
チ
候
古
木
也
、

奥
あ
く
り
や
山
有
之

一
、
杉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
本

　
　
　
　

心
覚

　
　
　
　
　
　

已
下
九
本
者
、
寛
保
元
年
ニ
相
立
チ
候
新
木
也
、

　
　

右
二
ヶ
所
宝
泉
院
持
山

う
へ
山
有
之

一
、
杉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
本

同
山
有
之

一
、
杉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
本

古
知
平
上
山
有
之

一
、
松　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
本

向
之
浦
山
有
之

一
、
松　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
本



　
　

右
四
ヶ
所
本
堂
持
山

大
山
有
之

一
、
杉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
本

　
　

右
者
理
覚
院
持
山

西
庄
津
山
有
之

一
、
松　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
本

伊
王
谷
山
有
之

一
、
杉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
本

水
鶏
谷
山
有
之

一
、
杉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
本

　
　

右
三
ヶ
所
普
賢
院
持
山

　
　

都
合
拾
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
城
国
大
原
勝
林
院
役
者

　

文
政
五
午
年
閏
正
月　
　
　
　
　
　
　

観
正
院

　

御
入
木
山
御
代
官

　
　

木
村
宗
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　

御
役
所

「（
紙
片
）
長
サ
二
間
半

　

ま
ハ
り
六
尺
九
寸

　

一
、
杉　
　
　
　
　

上
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
堂

　

長
サ
六
間

　

ま
ハ
り
一
丈
二
寸

　

一
、
杉　
　
　
　
　

同
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　

長
サ
四
間

　

ま
ハ
り
八
尺
六
寸

　

一
、
杉　
　
　
　
　

水
鶏
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

普
賢
院

　

枝
下
弐
間
半
一
尺

　

目
通
り
四
尺
余

　

一
、
杉　
　
　
　
　

大
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理〔
覚
〕
宗
院

　

枝
下
弐
間
半

　

目
通
り
三
尺
七
寸

　

一
、
松　
　
　
　
　

石
軒
〔
折
カ
〕山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
堂

　

枝
下
弐
間
半

　

目
通
り
三
尺
三
寸

　

一
、
杉　
　
　
　
　

西
庄
津
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

普〔
賢
〕
見
院

　

枝
下
壱
間
壱
尺

　

目
通
り
壱
丈
二
寸
五
分

　

一
、
杉　

壱　
　
　

伊
王
谷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

普
賢
院

　

壱
丈
三
尺余
三
寸

　

壱
間
半

　

一
、
松　
　
　
　
　

市
之
瀬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
泉
院

　

枝
下
二
間
壱
尺

　

目
通
り
六
尺
三
寸

　

一
、
杉　
　
　
　
　

上
刑
谷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
泉
院



　

枝
迄
弐
間

　

目
通
り
三
尺
七
寸

　

番
之
増

　

一
、
杉　
　
　
　
　

番
之
増
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
泉
院

　
　
　

三
尺
六
寸　
　

　

檜　
　
　
　
　
　
　

向
浦
山

　
　
　

三
間
半　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

【
一
〇
】
嘉
永
六
年
御
用
木
改
帳

「（
表
紙
）
嘉
永
六
年
丑
拾
月
日

　

御
用
木
改
帳

　
　
　
　
　
　
　
　

大
長
瀬
村　
　

」

字
大
長
瀬
谷
ニ
有
之
候　
　
　
　

梶
井
宮

一
、
檜
廻
り
四
尺
五
寸　

所
持
主　

山
役
久
保
佐
源
太

　
　

枝
下
三
間
弐
尺

同
所
ニ
有
之
候

一
、
檜
廻
り
四
尺
四
寸　

所
持
主　

同

　
　

枝
下
弐
間
弐
尺

字
小
谷
ニ
有
之
候

一
、
檜
廻
り
三
尺
六
寸　

所
持
主　

惣
八

　
　

枝
下
四
間
除

字
小
谷
ニ
有
之
候

一
、
樅
廻
り
六
尺
五
寸　

所
持
主　

惣
八

　
　

枝
下
三
間
壱
尺

同
所
ニ
有
之
候

一
、
檜
廻
り
三
尺
九
寸　

所
持
主　

西
来
寺

　
　

枝
下
三
間
弐
尺

同
所
ニ
有
之
候

一
、
杉
廻
り
九
尺
九
寸　

所
持
主　

同
寺

　
　

枝
下
四
間

同
所
ニ
有
之
候

一
、
杉
廻
り
八
尺　
　
　

所
持
主　

同
寺

　
　

枝
下
壱
間
除

同
所
ニ
有
之
候

一
、
檜
廻
り
六
尺　
　
　

所
持
主　

嘉
兵
衛

　
　

枝
下
三
間

字
大
長
瀬
谷
ニ
有
之
候

一
、
檜
廻
り
弐
尺
九
寸　

所
持
主　

善
四
郎

　
　

枝
下
弐
間
除

字
大
長
瀬
谷
ニ
有
之
候

一
、
杉
廻
り
五
尺
八
寸　

所
持
主　

又
三
郎

　
　

枝
下
四
間　
　
　
　
　
　
　

代
重
郎
兵
衛

同
所
ニ
有
之
候

一
、
杉
廻
り
四
尺
五
寸　

所
持
主　

同
人

　
　

枝
下
三
間
除

一
、
杉
廻
り
八
尺
三
寸　

所
持
主　

同
人

　
　

枝
下
四
間
除

十
三
字
東
庄
津
ニ
有
之
候

一
、
松
廻
七
尺
五
寸　
　

所
持
主　

平
太

　
　
　

枝
下
弐
間
除　
　
　
　
　
　

新
九
郎

廿
八
字
惣
和
野
影
ニ
有
之
候

△
一
、
松
廻
り
九
尺
除　

所
持
主　

善
四
郎

　
　
　

枝
下
弐
間
弐
尺



　
　
　

木
数
合
拾
四三
本

　
　

右
之
通
り
御
立
木
相
違
無
御
座
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋　

助
右
衛
門

　
　
　
　

嘉
永
六
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
寄　

嘉
兵
衛

　
　
　
　
　
　

丑
拾
月
日

　
　
　
　

木
村
惣
左
衛
門
様

　
　
　
　
　
　
　
　

御
役
所

「（
付
箋
）

　
　

御
用
木
枯
木
ニ
相
成
所
付

　
　
　

慶
應
三
卯
年
代
木

　

一
、
檜
壱
本　

目
通
り
弐
尺
八
寸

　
　
　
　
　
　
　

枝
下
弐
間
余　
　
　
　
　

」

「（
付
箋
）

　
　

御
用
木
枯
木
相
成

　
　
　

慶
應
三
卯
年
代
木

　

一
、
檜
壱
本　

目
通
弐
尺

　
　
　
　
　
　
　

枝
下
弐
間　
　
　
　
　
　

」

「（
付
箋
）
同
所
ニ
有
之
候
御
用
木
枯
木
ニ
相
成

　

元
治
元
子
年
御
立
替
ニ
相
成
候
事

　

一
、
檜
壱
本　

目
通
り
三
尺
四
寸

　
　
　
　
　
　
　

枝
下
弐
間
半　
　
　
　
　

」

「（
付
箋
）

　
　

御
用
木
枯
木
相
成

　
　
　

慶
応
三
卯
年
代
木

　

一
、
檜
壱
本　

目
通
り
弐
尺

　
　
　
　
　
　
　

枝
下
弐
間　
　
　
　
　
　

」

「（
付
箋
）

　
　
　
　

目
通
廻
り
三
尺
壱
寸

　

一
、
樅　

　
　
　
　
　

枝
下
壱
間
半　
　
　
　
　
　
　

」

「（
付
箋
）

　
　
　
　

目
通
り
弐
尺
七
寸

　

一
、
杉　

　
　
　
　
　

枝
下
三
間　
　
　
　
　
　
　
　

」

「（
付
箋
）

　
　
　
　

目
通
弐
尺
五
寸

　

一
、
樅　

　
　
　
　
　

枝
下
壱
間
半　
　
　
　
　
　
　

」

「（
付
箋
）

　
　
　
　

目
通
り
廻
り
弐
尺
五
寸

　

一
、
杉

　
　
　
　
　

枝
下
弐
間
除　
　
　
　
　
　
　

」

「（
付
箋
）

　
　
　
　

目
通
り
廻
り
弐
尺
三
寸

　

一
、
杉

　
　
　
　
　

枝
下
弐
間　
　
　
　
　
　
　
　

」

「（
付
箋
）

　
　
　
　

目
通
弐
尺
五
寸

　

一
、
松

　
　
　
　
　

枝
下
壱
間
半　
　
　
　
　
　
　

」

【
一
一
】
嘉
永
六
年
御
用
木
改
帳
（
勝
林
院
）

「（
表
紙
）

嘉
永
六
丑
年

　

御
用
木
改
帳

　

十
月　
　
　

山
城
国
北
大
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
林
院
寺
中　
　

」



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覚

九　

市
之
瀬
山
有
之

　
　
　
　
　
　

目
通
壱
丈
三余
尺
三
寸

　
　

一
、
松　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
道（付
箋
）遠く
難
所
」
壱
本

　
　
　
　
　
　

枝
下
壱
間
半

五　

奥
あ
く
り
や
山
有
之

　
　
　
　
　
　

目
通
六
尺
三
寸

　
　

一
、
杉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
本

　
　
　
　
　
　

枝
下
弐
間
壱余
尺

　
　
　
　

右
二
ヶ
所
宝
泉
院
持
山

弐　

う
へ
山
有
之

　
　
　
　
　
　

目
通
六
尺
九
寸

　
　

一
、
杉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
本

　
　
　
　
　
　

枝
下
弐
間
半

　
　

向
浦
山
有
之

　
　
　
　
　
　

目
通
四
尺
四三
寸

壱　

一
、
杉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
壱
本

　
　
　
　
　
　

枝
下
三
間
半

　
　

向
之
浦
山
有
之　

古
知
平
山
替
木

　
　
　
　
　
　

目
通
四
尺
三
寸

　
　

一
、
杉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
本

　
　
　
　
　
　

枝
下
四
間

十
八　

向
之
浦
山
有
之

　
　
　
　
　
　

目
通
三
尺
六
寸

　
　

一
、
桧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
本

　
　
　
　
　
　

枝
下
三
間
半

二
十　

番
之
増
山
有
之

　
　
　
　
　
　

目
通
三
尺
七
寸

　
　

一
、
杉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
本

　
　
　
　
　
　

枝
下
弐
間

　
　
　
　

右
五
ヶ
所
本
堂
持
山

四　

大
山
有
之

　
　
　
　
　
　

目
通
四
尺
余

　
　

一
、
杉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
本

　
　
　
　
　
　

枝
下
弐
間
四
尺

　
　
　
　

右
者
理
覚
院
持
山

七　

西
庄
津
山
有
之

　
　
　
　
　
　

目
通
三
尺
三
寸

　
　

一
、
杉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
本

　
　
　
　
　
　

枝
下
弐
間
半

八　

伊
王
谷
山
有
之

　
　
　
　
　
　

目
通
壱
丈
弐
寸
五
分

　
　

一
、
杉　
　
　
　
　
　
　
　
　
「（
付
箋
）
道
遠
く
難
所
」
壱
本

　
　
　
　
　
　

枝
下
壱
間
壱
尺

三　

水
鶏
谷
山
有
之

　
　
　
　
　
　

目
通
八
尺
六
寸　

　
　

一
、
杉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
本

　
　
　
　
　
　

枝
下
四
間

　
　
　
　

右
三
ヶ
所
普
賢
院
持
山

松
一

杉
九　
　

都
合
拾
壱
本

桧
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
城
国
大
原
勝
林
院
役
者

　
　
　

嘉
永
六
丑
年
十
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

観
正
院
（
印
）

　
　
　

御
入
木
山
御
代
官

　
　
　
　

木
村
惣
左
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　

御
役
所

【
一
二
】
嘉
永
七
年
木
村
宗
右
衛
門
様
入
部
ニ
付
御
道
筋
積
り
書
相
改
帳

「（
表
紙
）
嘉
永
七
年

　

木
村
宗
右
衛
門
様
入
部
ニ
付

　

御
道
筋
積
り
書
相
改
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
州
愛
宕
郡
大
原
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋　

助
右
衛
門

　
　
甲
寅
正
月　
　
　
　
　
　

同　
　

彦
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
持
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

善
四
郎　
　
　

」



　
　
　
　

 

嘉
永
七
寅
ノ
正
月
木
村
御
殿
様
入
部
ニ
付
、
御
道
筋
積
り
書
差

上
候
様
被
仰
付
候
ニ
付
、
右
道
筋
里
数
改
奉
差
上
候
事
、

　
　

一
、 

当
御
役
所

山
端
迄
凡
弐
里
、
右
茶
屋
平
八
御
小
休
、
是

大
原

郷
戸
寺
村
迄
弐
里
、
右
新
兵
衛
方
ニ
而
御
中
飯
差
上
、
是

御
用

木
御
見
分
所
迄
四
丁
、

　
　

字
堂
ノ
上
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　

目
通
り
壱
丈
四
寸　
　
　
　
　
　
　

持
主

八　

一
、
杉
御
用
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　

枝
下
三
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
嶋
右
膳

　
　

同
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
尺
六
寸　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
主

七　

一
、
樅
御
用
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
市

　
　
　
　
　

是

亀
甲
谷
迄
七
丁

　
　
　

字
岩
嶋
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
尺
四
寸　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
主

十
四　

一
、
檜
御
用
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
間
半　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勘
次
郎

　
　
　
　
　

是
よ
り
上
野
村
領

　
　
　

字
亀
甲
谷
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
尺
五
寸　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
主

一　
　

一
、
檜
御
用
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
間
余　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
兵
衛

　
　
　

字
同
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
尺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
主

二　
　

一
、
松
御
用
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勘
次
郎

　
　
　

字
同
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
尺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
主

三　
　

一
、
杉
御
用
木　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弥
兵
衛

　
　
　

字
つ
る
原
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
尺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
主

四　
　

一
、
檜
御
用
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
間
半　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
兵
衛

　
　
　
　
　

是

上
山
迄
七
丁

　
　
　

字
上
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
尺
三
寸　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
主

七　
　

一
、
檜
御
用
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
間
半　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人

　
　
　

同
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
尺
四
寸　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
主

八　
　

一
、
檜
御
用
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
間
半　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伴
蔵

　
　
　

同
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
尺
五
寸　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
主

九　
　

一
、
松
御
用
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
間
余　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人

　
　
　

字
堂
ケ
向
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
尺
九
寸　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
主

六　
　

一
、
松
御
用
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
間
余　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甚
左
衛
門

　
　
　
　
　

右
御
見
分
所

大
長
瀬
谷
迄
拾
丁

　
　
　

字
大
長
セ
谷
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
尺
五
寸　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
主

一　
　

一
、
檜
御
用
木　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
間
弐
尺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

来
迎
院
内

　
　
　

字
同
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
尺
四
寸　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
主

二　
　

一
、
檜
御
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
間
弐
尺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
寺

　
　
　
　
　

是

御
宿
遮
那
院
迄
七
丁

　
　
　
　
　

戸
寺
村

御
宿
迄
丁
数
〆
三
拾
五
丁

　
　
　
　
　

御
宿

無
音
之
瀧
迄
弐
丁

　
　
　

字
一
ノ
瀧
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
尺
四
寸　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
主

十
五　

一
、
樅
御
用
木　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
幡
屋
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
間　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
郎
兵
衛

　
　
　

字
同
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
尺
四
寸　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
主

十
六　

一
、
松
御
用
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人



　
　
　

字
瀧
ノ
上
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
尺
八
寸　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
主

十
七　

一
、
杉
御
用
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人

　
　
　
　
　

是

四
分
壱
迄
弐
丁

　
　
　

字
四
分
一
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
尺
壱
寸　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
主

八　
　

一
、
杉
御
用
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
間
余　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
坊

　
　
　

字
大
影
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
尺
四
寸　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
主

九　
　

一
、
樅
御
用
木　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
幡
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
間
半　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
重
郎
兵
衛

　
　
　

字
同
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
丈
三
尺
五
寸

十　
　

一
、
樅
御
用
木　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
間
半

　
　
　

字
極
楽
谷
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
尺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
主

四　
　

一
、
杉
御
用
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
間
半　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
右
衛
門

　
　
　

字
同
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
尺
四
寸　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
主

三　
　

一
、
樅
御
用
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人

　
　
　

字
高
日
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
尺
六
寸　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
主

十
三　

一
、
杉
御
用
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
間
余　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
坊

　
　
　
　
　

是

高
日
山
江
州
境
迄
凡
六
丁

　
　
　
　
　

此
所
ニ
而
御
小
休
被
遊
御
宿
へ
御
帰
り

　
　
　
　
　

是

勝
林
院
村
領
御
見
分
所
迄
四
丁

　
　
　

字
上
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
丈
余　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
主

　
　
　

一
、
杉
御
用
木　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
林
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
間
余　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
堂

　
　
　
　
　

是

向
ノ
鋪
〔
浦
〕山

迄
五
丁

　
　
　

字
向
ノ
鋪
〔
浦
〕山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
尺
五
寸　
　
　
　
　
　
　
　

持
主

　
　
　

一
、
松
御
用
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梶
井
御
殿

　
　
　

字
同
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
主

　
　
　

一
、
松
御
用
木　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
林
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
中

　
　
　
　
　

是

小
出
石
村
迄
弐
拾
四
丁

　
　
　

字
岩
崎
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
尺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
主

　
　
　

一
、
檜
御
用
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彦
右
衛
門

　
　
　

字
小
出
石
谷
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
丈
三
尺
四
寸　
　
　
　
　
　

持
主

　
　
　

一
、
樅
御
用
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
尺
五
寸　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
次
郎

　
　
　
　
　

是

見
谷
へ
五
丁

　
　
　

字
牛
ヶ
原
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
尺
八
寸　
　
　
　
　
　
　
　

持
主

　
　
　

一
、
松
御
用
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
右
衛
門

　
　
　

字
同
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
尺
五
寸　
　
　
　
　
　
　
　

持
主

　
　
　

一
、
松
御
用
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人

　
　
　
　
　

右
御
見
分
場
所

権
右
衛
門
宅
迄
六
丁

　
　
　
　
　

権
右
衛
門
ニ
而
御
中
飯
差
上
申
候

　
　
　
　
　

是

来
迎
院
村
領
向
ノ
鋪
〔
浦
〕山
迄
弐
拾
六
丁

　
　
　

字
向
ノ
鋪
〔
浦
〕山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
尺
五
寸　
　
　
　
　
　
　
　

持
主

　
　
　

一
、
松
御
用
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
間
半　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
次

　
　
　

字
同
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
主

　
　
　

一
、
檜
御
用
木　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
林
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
堂



　
　
　

字
同
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
主

　
　
　

一
、
松
御
用
木　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
堂

　
　
　
　
　

是

草
生
村
領
五
丁

　
　
　
　
　

当
村
領
分
ニ
御
用
木
無
之
候

　
　
　
　
　

是

野
村
領
分
迄
五
丁

　
　
　

字
上
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
尺
五
寸　
　
　
　
　
　
　
　

持
主

　
　
　

一
、
檜
御
用
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
間
半　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
右
衛
門　
　

　
　
　
　
　

是

井
出
村
迄
六
丁

　
　
　
　
　

又
須
ケ
谷
迄
六
丁

　
　
　

字
須
ケ
谷
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
尺
五
寸　
　
　
　
　
　
　
　

持
主

　
　
　

一
、
松
御
用
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
間
半　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

政
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

但
シ
戸
寺
村
支
配

　
　
　
　
　

右
者
枯
木
ニ
相
成
候
間
、
乍
恐
奉
願
上
候
、

　
　
　

字
中
谷
椿
原
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
尺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
主

　
　
　

一
、
杉
御
用
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
間
余　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
兵
衛

　
　
　

字
同
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
尺
八
寸　
　
　
　
　
　
　
　

持
主

　
　
　

一
、
杉
御
用
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人

御
道
筋
御
見
分
御
用
木

三
拾
六
本

御
役
所

戸
寺
村
四
里
、
戸
寺
村

御
見
分
場
所
双
相
済
候
迄
百
五

拾
五
丁
、
御
送
り
山
端
迄
弐
里
ト
拾
六
丁
、
山
は
な

北
野
下
り
森

つ
る
か
や
迄
壱
里
拾
六
丁
、

　
　
　

右
之
通
、
道
積
り
書
差
上
申
候
、

　
　
　
　

嘉
永
七
寅
ノ
正
月　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
原
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

庄
屋　

助
右
衛
門
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

同　
　

彦
次
郎　
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
持
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

善
四
郎 

印

　
　
　

木
村
宗
右
衛
門
様

　
　
　
　
　
　
　
　

御
役
所

「（
付
箋
）

　
　

御
用
木
枯
木
ニ
相
成

　
　
　

慶
應
三
卯
年
代
木

　

一
、
檜
壱
本　

目
通
り
弐
尺
五
寸

　
　
　
　
　
　
　

枝
下
弐
間　
　
　
　
　

」

【
一
三
】
木
村
宗
左
衛
門
殿
巡
見
諸
入
用
雑
記

「（
表
紙
）

嘉
永
七
寅
年

　

木
村
宗
左
衛
門
殿
巡
見
諸
入
用
雑
記

　
　

三
月
廿
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　
　
　
　
　
　

覚

一
、
金
百
疋　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
新
八
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
代
官
被
仰
付
候
祝
義

一
、
銭
百
文　
　
　
　
　
　
　
　

進
上
へ
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
等

入
用



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

来
ノ

一
、
銀
六
匁　
　
　
　
　
　
　
　

右
持
参
日
代　
　
　

与
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
ニ
付

一
、
銭
四
百
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飛
脚
ち
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
ニ
付

一
、
同
百
五
拾
文　
　
　
　
　
　
　
　
　

郷
廻
リ
飛
脚
ち
ん

一
、
同
四
百
文　
　
　
　
　
　
　

木
村
宗
右
衛
門
殿
改
名
ニ
付
飛
脚
ち
ん

一
、
金
百
疋　
　
　
　
　
　
　
　

右
ニ
付
家
督
相
続
之
祝
義

一
、
銭
四
百
文　
　
　
　
　
　
　

右
ニ
付
飛
脚
ち
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尤
急
用
故

一
、
同
百
五
十
文　
　
　
　
　
　

郷
廻
リ
飛
脚
ち
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

来
ノ
与
八

一
、
銀
拾
弐
匁　
　
　
　
　
　
　

右
祝
儀
持
参
日
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
ノ
助
右
衛
門

一
、
銭
四
百
文　
　
　
　
　
　
　

巡
見
一
條
ニ
付
庄
屋
呼
出
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

之
飛
脚
ち
ん

一
、
銀
弐
拾
七
匁　
　
　
　
　
　

右
ニ
付
御
用
木
改
、
追
木
願
日
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
ノ
忠
兵
衛
、
来
ノ
与
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
ノ
助
右
衛
門
、
両
三
人

一
、
同
弐
拾
四
匁　
　
　
　
　
　

右
ニ
付
墨
絵
図
改
持
参
、
道
す
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取
調
へ
、
善
四
郎
、
助
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
寺
ノ
彦
治
郎
、
右
三
人
日
代

一
、
銭
四
百
文　
　
　
　
　
　
　

右
見
分
治
定
ニ
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飛
脚
ち
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
ニ
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

来
ノ
与
八

一
、
銀
六
匁　
　
　
　
　
　
　
　

出
京
日
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

忠
兵
衛

一
、
銭
四
百
文　
　
　
　
　
　
　

巡
見
廻
状
持
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飛
脚
ち
ん

一
、
同
四
百
文　
　
　
　
　
　
　

右
廻
状
梅
ヶ
畑
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
参
飛
脚
ち
ん

一
、
銀
拾
弐
匁　
　
　
　
　
　
　

右
ニ
付
帰
リ
之
節
、
北
野
中
食
之
処
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

両
方
立
会
、
梅
ヶ
畑

北
野
角
屋
ニ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

引
合
日
代
、
来
ノ
惣
八
、
上
ノ
金
吾

一
、
同
弐
拾
七
匁　
　
　
　

京
屋
敷
江
迎
ひ
、
尤
前
日

罷
出
買
物
等
入
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
ノ
金
吾
、
来
ノ
惣
八
、
忠
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尤
迎
ニ
付
御
用
木
内
願
候
事

一
、
金
弐
両　
　
　
　
　
　
　
　

小
田
切
江
□
以
挨
拶
入
用

一
、
銀
四
百
七
拾
目　
　
　
　
　

諸
雑
用
渡
ス
、
右
人
数
拾
五
人
、
手
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

役
共
又
人
足
分
共
渡
し

一
、
金
弐
百
疋　
　
　
　
　
　
　

出
役
人
数
十
五
人
之
処
、
三
人
多
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
成
方
、
段
々
頼
ニ
付
相
増
候
事

一
、
同
弐
歩
弐
朱　
　
　
　
　
　

先
例
通
、
近
習
衆
五
人
江
肴
料
遣
ス

一
、
同
壱
歩
弐
朱　
　
　
　
　
　

手
廻
リ
五
人
役
人
江
祝
儀
遣
ス

一
、
同
壱
歩　
　
　
　
　
　
　
　

下
部
共
五
人
酒
代
心
付
遣
ス

一
、
同
弐
歩　
　
　
　
　
　
　
　

御
用
木
願
ニ
付
、
部
屋
中
一
統
之
無
心

一
、
同
壱
両
弐
朱　
　
　
　
　
　

北
野
角
屋
中
食
、
梅
ヶ
畑
二
ツ
割

　
　

同
弐
歩　
　
　
　
　
　
　
　

帰
中
分

　
　
　

銭
四
百
弐
拾
四
文

一
、
同
弐
歩
弐
朱
ト　
　
　
　
　

北
野
丸
屋
人
足
弐
拾
八
人
中
食
料

　
　
　
　
　
　

銭
弐
百
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村

一
、
同
弐
朱　
　
　
　
　
　
　
　

柳
大
半　
　
　

小
休
茶
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村

一
、
同
三
歩　
　
　
　
　
　
　
　

山
端
平
八
両
度　
　
　

小
休
酒
代
等

一
、
同
壱
歩
弐
朱
ト　
　
　
　
　

八
瀬
出
し
小
休
下
部
共
人
足
等
酒
代

　
　
　
　

銭
弐
百
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
同
壱
歩
弐
朱　
　
　
　
　
　

菓
子
代

一
、
銀
五
匁　
　
　
　
　
　
　
　

茶
代

一
、
銭
五
貫
九
百
文　
　
　
　
　

俄
入
用
ニ
付
、
無
拠
人
足
買
上
代



一
、
同
弐
貫
三
百
五
拾
文　
　
　

預
リ
合
羽
ば
つ
ち
紛
失
ニ
付
入
用

一
、
同
壱
貫
五
百
文　
　
　
　
　

籠
三
梃
借
リ
ち
ん
、
寂
光
院
、
佐
竹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
端
、
尤
格
別
雨
天
ニ
付
被
願
候
間
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

借
リ
入
候
事

一
、
銀
弐
枚　
　
　
　
　
　
　
　

遮
那
院
殿
宿
坊
料

一
、
同
四
匁
三
分　
　
　
　
　
　

諸
道
具
損
物
料

一
、
銭
三
百
文　
　
　
　
　
　
　

遮
那
院
殿
家
来
心
附
料

一
、
金
弐
百
疋　
　
　
　
　
　
　

戸
寺
村
彦
治
郎
両
度
座
敷
料

一
、
同
百
五
拾
疋　
　
　
　
　
　

小
出
石
村
彦
右
衛
門
両
度
座
敷
料

一
、
同
百
疋　
　
　
　
　
　
　
　

同
村
宗
右
衛
門
座
敷
料

一
、
同
弐
両　
　
　
　
　
　
　
　

 

巡
見
相
済
御
用
木
願
済
等
ニ
て
、
小
田
切

江
心
付

一
、
同
弐
歩　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断
、
原
氏
江
心
付

一
、
同
弐
歩　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断
、
伊
藤
氏
江
心
付

一
、
同
壱
歩　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断
、
嶌
田
氏
江

一
、
同
五
拾
疋　
　
　
　
　
　
　

右
同
断
、
山
田
氏
江

一
、
同
壱
歩　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断
、
部
屋
中
江
心
付

白
米
壱
石
五
升
代

一
、
銀
百
三
拾
三
匁
弐
分
五
厘　

大
長
瀬
米
嘉
江
払

酒
五
斗
五
升
代

一
、
銭
拾
貫
五
百
文　
　
　
　
　

野
村
酒
屋
払

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京

一
、
銀
百
五
拾
七
匁
弐
厘　
　
　

井
筒
屋
治
右
衛
門
払

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尤
京
江
迎
ひ
ニ
付
、
人
足
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
後
泊
リ
賃

一
、
金
弐
朱　
　
　
　
　
　
　
　

御
用
木
願
ニ
付
、
井
筒
屋
筆
紙
料

一
、
銀
拾
八
匁　
　
　
　
　
　
　

右
ニ
付
借
用
い
た
し
利
足
金

一
、
同
弐
百
壱
匁
六
分　
　
　
　

 

大
長
瀬
村
岩
之
助
諸
雑
用
、尤
巡
見
ニ
付
、

九
ヶ
村
中
役
外
ニ
木
高
惣
会
絵
図
改
、
道

巡
書
出
し
数
度
之
事
ニ
入
用

一
、
金
壱
両　
　
　
　
　
　

宗
右
衛
門
殿
手
盥
手
拭
五
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
端
十
一
屋
人
足
酒
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

又
雨
天
ニ
付
宗
右
衛
門
殿
わ
ら
ん
じ
代
、
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
類
、
間
縄
間
竿
、
宗
右
衛
門
殿
頼
ニ
付
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
魚
、
人
足
わ
ら
ん
じ
、
む
し
ろ
外
ニ
入
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

来
ノ

一
、
銀
弐
拾
四
匁　
　
　
　
　
　

出
京
日
代　
　

庄
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
出

一
、
同
弐
拾
壱
匁　
　
　
　
　
　

同
断　
　
　
　

与
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
出
石
村

一
、
同
弐
拾
四
匁　
　
　
　
　
　

同
断　
　
　
　

安
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草
生
村

一
、
同
弐
拾
壱
匁　
　
　
　
　
　

同
断　
　
　
　

甚
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
ノ

一
、
同
拾
八
匁　
　
　
　
　
　
　

同
断　
　
　
　

助
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
ノ

一
、
同
拾
五
匁　
　
　
　
　
　
　

同
断　
　
　
　

忠
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

来
ノ

一
、
同
拾
五
匁　
　
　
　
　
　
　

同
断　
　
　
　

与
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

来
ノ

一
、
同
拾
五
匁　
　
　
　
　
　
　

同
断　
　
　
　

惣
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
ノ

一
、
同
拾
五
匁　
　
　
　
　
　
　

同
断　
　
　
　

金
吾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
寺
村

一
、
同
弐
拾
四
匁　
　
　
　
　
　

同
断　
　
　
　

彦
治
郎

　
　
　
　

日
代

銀
百
九
拾
弐
匁

　
　
　
　

金

拾
三
両
壱
歩
弐
朱　
　

金
相
場
六
八



　
　
　
　
　
　
　

此
代
九
百
九
匁
五
分

　
　
　
　

銀

壱
貫
三
百
八
拾
壱
匁
壱
分
七
厘

　
　
　
　

銭

弐
拾
五
貫
五
百
八
拾
弐
文　

銭
相
場
九
九

　
　
　
　
　
　
　

此
代
弐
百
五
拾
三
匁
弐
分
六
厘

　
　

三
口

　
　
　
　

弐
貫
五
百
三
拾
三
匁
九
分
三
厘

　
　

右
之
処
江

　
　
　
　

壱
貫
拾
八
匁
壱
分
四
厘　

御
用
木
払

　
　
　
　

　
　
　
　

又
六
貫
百
文　
　
　
　
　

山
之
口
代

　
　
　
　
　
　

此
代
六
拾
目
三
分
九
厘

　
　
　

右
二
口

合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
用
木

　
　
　
　
　

壱
貫
七
拾
八
匁
五
分
三
厘　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

払
銀

　
　
　
　
　

又
ハ
金
三
歩　

此
銀
五
拾
壱
匁

　
　
　
　
　
　
　
　

右
ハ
木
村

松
米
代

　
　

二
口

　
　
　
　

壱
貫
百
弐
拾
九
匁
五
分
三
厘

　
　

差
引
残
而

　
　
　
　

壱
貫
四
百
四
匁
四
分

　
　

是
ヲ

　
　
　
　

壱
万
弐
千
把
ニ
割

　
　
　
　

拾
把
ニ
付
壱
匁
壱
分
七
厘
掛

　
　

 

右
之
通
リ
相
成
候
事
、
尤
格
別
入
用
多
分
ニ
相
成
候
へ
共
、
当
時
時
節

柄
悪
敷
、
諸
色
高
直
ニ
候
由
ニ
て
、
御
用
木
追
願
之
致
候
処
、
夫
々
懸
、

　
　

右
之
通
リ
物
入
候
事
、

　
　
　
　

嘉
永
七
寅
三
月
廿
一
日

　
　
　

宗
右
衛
門
殿
御
饗
應
献
立

三
月
廿
一
日
夜

　
　
　

く
づ
引　
　

紅
葉
ふ

　

坪　

き
く
ら
げ　

こ
ん
に
ゃ
く　
　
　

汁　

糸
ゆ
ば

　
　
　

こ
い
も　
　

ゆ
り
ね　

　
　
　
　
　
　

青〔も
の
カ
〕
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
づ
も
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ど

　

猪
口　

玉
す
だ
れ　
　
　
　

皿　

岩
茸　
　
　
　
　
　

飯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
う
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
さ
か
の
り

　
　
　
　
　
　

引
物

　
　
　

く
わ
へ　

生
麩　
　
　
　
　

生
ゆ
ば

　

平　

椎
茸　
　

長
い
も　
　

茶　

松
茸

　
　
　

竹
の
子　
　
　
　
　
　
　
　

み
つ
ば

　
　
　
　

み
な
と
あ
げ

　

台
引

　
　
　
　

花
こ
ん
ぶ

廿
二
日
朝

　
　
　

く
わ
へ

　
　
　

午
坊

　

坪　

か
ん
ひ
ゃ
う　
　
　
　

汁　

豆
腐

　
　
　

に
ん
じ
ん

　
　
　

小
芋



　
　
　
　

青
み
そ
合　
　
　
　
　
　

巻
ゆ
ば

　

猪
口　

き
ん
菊　
　
　
　
　

平　

椎
茸　
　
　
　

飯

　
　
　
　

ゆ
り
ね　
　
　
　
　
　
　

み
つ
ば

同
夜
食

　
　
　

く
わ
へ

　
　
　

に
ん
じ
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
の
め
入

　

坪　

く
り　
　
　
　
　
　
　

汁　

天
王
寺　
　
　

猪
口　

う
ど

　
　
　

午
坊　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ぶ
ら　
　
　
　
　
　

あ
へ
物

　
　
　

こ
ん
に
や
く

　

皿　

あ
い
ま
ぜ　
　
　
　
　

飯

　
　
　
　
　

引
物

　
　
　

あ
げ
ゆ
ば　
　
　
　
　
　
　

白
ご
ま
入　
　
　
　
　

ぎ
せ
豆
腐

　

平　
　
　
　
　
　
　
　
　

茶
碗　
　
　
　
　
　
　

台
引　
　
　

　
　
　

わ
ら
び　
　
　
　
　
　
　
　

さ
が
ら
麩　
　
　
　
　

れ
ん
こ
ん

同
廿
三
日
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
合

　

平　

あ
ん
か
け　
　
　
　

汁　

み
や
う
げ　

猪
口　

こ
ん
に
ゃ
く

　
　
　

と
ふ
ふ
わ
さ
び
入　
　
　

大
根　
　
　
　
　
　

に
ん
じ
ん

　
　
　
　

う
す
ゆ
き

　
　
　
　

竹
乃
子

　

茶
碗　

か
ん
ひ
ゃ
う　
　

飯

　
　
　
　

う
ど

　
　
　
　

松
露

三
月
廿
一
日
中
食

　

酒
肴　
　
　

な
し
た
し　
　
　
　
　

た
こ　

い
た

　

一
、
三
鉢　

に
し
め　
　
　

八
寸　

九
年
母

　
　
　
　
　
　

小
く
し　
　
　
　
　
　

く
わ
へ

　

鉢
肴　

鯛　
　
　

吸
物　

鯛　
　

作
身　

同　
　
　

飯

　
　
　

生
ぶ
り

　

平　

青
ミ　
　
　

汁　

青
み　
　

焼
物　

小
鯛　
　

猪
口　

い
か

　
　
　

椎
茸　
　
　
　
　

い
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
あ
へ

　

小
休
ニ　
　

巻
す
し

　
　
　
　
　
　

に
し
め

廿
二
日
中
食

　
　
　

半
へ
い

　

平　

ふ
き　
　
　

汁　

う
す　
　

猪
口　

ま
め
に

　
　
　

椎
茸　
　
　
　
　

ゆ
き　
　
　
　
　

し
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
か　
　
　
　
　

た
こ

　

焼
物　

ふ
り　
　

酒
肴
小
鉢　

み
つ
ば　
　

八
寸

い
た

　
　
　
　

切
身　
　
　
　
　
　
　

小
く
し　
　
　
　

ま
き
焼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
り
め
ん
ふ

　

吸
物　

ふ
な　
　

鉢
肴　

鯛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
部
ぼ
ら



【
一
四
】
慶
応
四
年
御
用
木
改
帳
（
大
長
瀬
村
）

「（
表
紙
）
慶
応
四
辰
年

　
　
　
　

六
月
日

　

御
用
木
改
帳

　
　
　
　
　

大
長
瀬
村　
　

」

字
大
長
瀬
谷
有
之
候　
　
　
　

所
持
主

一
、
檜　

廻
り　

弐
尺
八
寸　

来
迎
院
内

　
　
　
　

枝
下　

弐
間
余　
　
　

年
行
事
（
印
）

字
同
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
持
主

一
、
檜　

廻
り　

弐
尺　
　
　

同
院
内

　
　
　
　

枝
下　

弐
間　
　
　
　

年
行
事
（
印
）

字
大
長
瀬
村
義
広
山　
　
　
　

所
持
主

一
、
檜　

廻
り　

弐
尺間
五
寸　

来
迎
院
村

　
　
　
　

枝
下　

弐
間　
　
　
　

惣
八
（
印
）

字
同
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
持
主

一
、
樅　

廻
り　

三
尺
壱
寸　
　

同

　
　
　
　

枝
下　

壱
間
半　
　
　

惣
八
（
印
）

字
大
長
瀬
谷
小
谷　
　
　
　
　

所
持
主

一
、
檜　

廻
り　

弐
尺　
　
　
　

草
生
村

　
　
　
　

枝
下　

弐
間　
　
　
　

西
来
寺
（
印
）

字
同
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
持
主

一
、
杉　

廻
り　

弐
尺
七
寸　
　

同

　
　
　
　

枝
下　

三
間　
　
　
　

西
来
寺
（
印
）

字
大
長
瀬
谷
小
谷　
　
　
　
　

所
持
主

一
、
樅　

廻
り　

弐
尺
五
寸　
　

同

　
　
　
　

枝
下　

壱
間
半　
　
　

西
来
寺
（
印
）

御
用
木
枯
木
ニ
相
成
、
元
治
元
子
年
御
立
替
ニ
相
成
候

字
大
長
瀬
谷　
　
　
　
　
　
　

所
持
主

一
、
檜　

廻
り　

三
尺
四
寸　
　

大
長
瀬
村

　
　
　
　

枝
下　

弐
間
半　
　
　

嘉
兵
衛
（
印
）

字
大
長
瀬
谷
ニ
有
之
候　
　
　

所
持
主

一
、
檜　

廻
り　

弐
尺
九
寸　
　

善
四
郎
（
印
）

　
　
　
　

枝
下　

弐
間
余



字
大
長
瀬
谷
ニ
有
之
候　
　
　

所
持
主

一
、
杉　

廻
り　

弐
尺
七
寸　
　

八
幡
屋
亦
三
郎

　
　
　
　

枝
下　

弐
間　
　
　
　

代
与
八
郎
（
印
）

字
大
長
瀬
谷
ニ
有
之
候　
　
　

所
持
主

一
、
杉　

廻
り　

弐
尺
五
寸　
　

八
幡
屋
亦
三
郎

　
　
　
　

枝
下　

弐
間
余　
　
　

代
与
八
郎
（
印
）

字
同
所
ニ
有
之
候　
　
　
　
　

所
持
主

一
、
杉　

廻
り　

弐
尺
三
寸　
　

同

　
　
　
　

枝
下　

弐
間　
　
　
　

与
八
郎
（
印
）

【
一
五
】
慶
應
四
年
御
用
木
改
帳
（
勝
林
院
）

「（
表
紙
）
慶
應
四
辰
年

　

御
用
木
改
帳

　

六
月　
　

山
城
国
北
大
原

　
　
　
　
　
　
　
　

勝
林
院
寺
中　
　

」

市
之
瀬
山
有
之

　
　
　
　

目
通
弐
尺
五
寸

一
、
松　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
本

　
　
　
　

枝
下
弐
間

奥
あ
く
り
や
山
有
之

　
　
　
　

目
通
弐
尺
五
寸

一
、
杉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
本

　
　
　
　

枝
下
弐
間

　
　
　

右
二
ヶ
所
宝
泉
院
持
山

う
へ
山
有
之

　
　
　
　

目
通
弐
尺
五
寸

一
、
杉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
本

　
　
　
　

枝
下
弐
間

向
浦
山
有
之
□
越
う
へ
山
有
之

　
　
　
　

目
通
弐
尺
六
寸

一
、
杉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
本

　
　
　
　

枝
下
壱
間
半

向
浦
山
代
明
神
山
有
之

　
　
　
　

目
通
弐
尺
四
寸

一
、
桧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
本

　
　
　
　

枝
下
壱
間
半

向
之
浦
山
有
之

　
　
　
　

目
通
三
尺
八
寸

一
、
桧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
本

　
　
　
　

枝
下
三
間
半

番
之
増
山
有
之

　
　
　
　

目
通
四
尺

一
、
杉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
本

　
　
　
　

枝
下
弐
間

　
　
　

右
五
ヶ
所
本
堂
持
山

大
山
有
之

　
　
　
　

目
通
弐
尺
六
寸

一
、
杉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
本

　
　
　
　

枝
下
弐
間

　
　
　

右
者
理
覚
院
持
山

西
庄
津
山
有
之

　
　
　
　

目
通
三
尺
六
寸

一
、
杉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
本

　
　
　
　

枝
下
弐
間
半

伊
王
谷
山
有
之

　
　
　
　

目
通
弐
尺
五
寸

一
、
杉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
本

　
　
　
　

枝
下
壱
尺間
半



水
鶏
谷
山
有
之

　
　
　
　

目
通
弐
尺
七
寸

一
、
杉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
本

　
　
　
　

枝
下
弐
間

　
　
　

右
三
ヶ
所
普
賢
院
持
山

　
　
　

都
合
拾
壱
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
城
国
大
原
勝
林
院
役
者

　
　

慶
應
四
辰
年
六
月　
　
　
　
　
　

観
正
院

　
　

御
入
木
山
御
代
官

　
　
　
　

木
村
惣
左
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　

御
役
所

【
一
六
】
木
村
宗
右
衛
門
先
祖
書

「（
表
紙
題
箋
）

家
伝

　

木
村
宗
右
衛
門
先
祖
書　

全　
　

」

　
　
　
　
　

先
祖
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
代
官　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淀
川
筋
過
書
船
木
津
川
筋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
荷
船
御
入
木
山
支
配　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
宗
右
衛
門

　
　
　
　
　

先
祖
書

　
　

藤
原
姓　

木
村　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
之
紋　

花
輪
違

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幕
之
紋　

花
輪
違

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
子

　
　
　

 

右
姓
誰
之
後
胤
ニ
而
御
座
候
哉
相
知
不
申
候
、
本
名
木
下
ニ
而
御
座

候
處
、
天
正
年
中
木
村
与
相
改
申
候
、
本
国
山
城
木
村
宗
右
衛
門
勝

重
惣
領
、

一
、
元
祖　
　
　
　
　

本
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
城　
　
　
　
　
　

木
村
宗
右
衛
門
勝
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
国

　
　
　
　

母
方　

不
相
知

　
　

 

慶
長
年
中
、
権
現
様
伏
見
ニ
被
為
遊
御
座
、
天
下
之
御
政
務
被
遊
御
取

行
候
御
時
、
宗
右
衛
門
勝
正
伏
見
ニ
在
宅
仕
、
折
々
御
伽
ニ
茂
上
り
、

大
坂
五
奉
行
与
御
出
入
之
儀
有
之
候
節
者
、
昼
夜
共
御
殿
ニ
相
勤
罷

在
、
右
之
頃
鯉
献
上
仕
候
處
、
権
現
様
御
直
判
之
御
書
宗
右
衛
門
勝
正

江
被
下
置
、
只
今
ニ
所
持
仕
候
、

　
　
　
　

御
書
写

　
　
　
　

節
々
見
事
之
鯉
到
来
、
祝
着
候
、
猶
か
〔
加
賀
〕ゝ殿
可
申
候
也
、

　
　
　
　
　

五
廿
二
日
御
諱
御
判

　
　
　
　
　
　
　

木
村
惣
右
衛
門
と
の
へ

一
、 

慶
長
五
年
之
秋
、
会
津
上
杉
景
勝
為
御
退
治
、
関
東
江
被
為
遊
御
向
候

御
跡
ニ
お
ゐ
て
、
伏
見
之
御
城
を
大
坂
方

攻
取
可
申
由
之
刻
、
長
束

大
蔵
小
輔

下
知
有
之
候
節
、
河
村
与
三
右
衛
門
・
宗
右
衛
門
儀
も
伏

見
御
城
寄
手
之
中
江
相
加
り
可
罷
出
と
之
儀
ニ
候
得
共
、
淀
居
屋
敷

江
引
込
其
催
促
ニ
預
り
不
申
候
、
右
之
頃
権
現
様
大
坂
西
之
御
丸
ニ
而

被
為
遊
御
召
仕
候
御
女
中
佐
野
肥
後
守
同
道
ニ
而
宗
右
衛
門
勝
正
江
預



ケ
置
、
其
身
者
伏
見
御
城
中
ニ
而
致
討
死
候
由
、

一
、 

関
ヶ
原
之
御
合
戦
被
為
得
御
勝
利
、
権
現
様
天
下
御
一
統
之
御
代
与
相

成
候
節
、過
書
之
儀
古
来
之
通
、無
相
違
被
為
仰
出
、河
村
与
三
右
衛
門
・

木
村
宗
右
衛
門
過
書
中
江
、
慶
長
八
年
権
現
様
御
朱
印
被
下
置
、
所
持

仕
候
、

　
　
　
　
　
　

御
朱
印
写

　
　
　
　
　
　
　

條
々

一
、 

大
坂
て
ん
ほ
う
尼
崎
山
城
川
伏
見
上
下
仕
過
書
船
、
御
公
用
と
し
て
年

中
ニ
銀
子
弐
百
枚
可
致
運
上
事
、

一
、
公
儀
御
用
公
事
船
之
事
、
如
有
来
、
川
通
船
番
折
ニ
仕
可
出
之
事
、

一
、 

奉
公
人
之
舟
ニ
ハ
運
賃
不
可
取
之
、
但
商
売
物
於
積
者
堅
可
相
改
、
材

木
於
積
来
者
奉
公
人
屋
敷
之
内
江
直
ニ
可
上
之
、
材
木
屋
へ
遣
間
敷
事
、

一
、 

弐
拾
石
舟
之
運
賃
銀
子
五
文
目
宛
可
取
之
、
舟
大
小
雖
在
之
、
運
賃
者

右
之
弐
拾
石
舟
ニ
應
し
可
取
之
事
、

一
、
塩
肴
之
運
賃
右
同
前
之
事
、

一
、
く
た
り
船
之
上
米
者
弐
わ
り
取
て
下
可
申
事
、

一
、
新
過
書
三
十
壱
人
ニ
舟
壱
艘
宛
の
せ
可
申
事
、

　
　

 

右
条
々
被
定
置
訖
、
若
此
外
舟
持
対
商
人
非
分
於
申
懸
者
、
可
被
加
御

成
敗
者
也
、

　
　
　
　

慶
長
八
年
十
月
二
日

　
　

権
現
様　

御
朱
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
村
与
三
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
宗
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

過
書
中

　
　

右
両
人
以
前
ニ
不
相
替
過
書
奉
行
可
仕
旨
被
仰
出
候
、

一
、
慶
長
拾
七
年
台
徳
院
様
御
黒
印
被
下
置
、
所
持
仕
候
、

　
　
　
　
　
　

御
黒
印
写

　
　

 

大
坂
伝
法
尼
崎
山
城
川
伏
見
上
下
之
過
書
船
事
、
任
去
慶
長
い
年
十
月

二
日
御
朱
印
之
旨
、
弥
不
可
有
相
違
者
也
、

　
　
　
　

慶
長
拾
七
年
三
月
廿
一
日

　
　
　

台
徳
院
様　

御
黒
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

河
村
与
三
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

木
村
宗
右
衛
門　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

過
書
中　

一
、 

慶
長
拾
九
年
大
坂
御
陣
之
節
、
板
倉
伊
賀
守
殿
宗
右
衛
門
江
被
仰
聞
候

者
、
淀
小
橋
ニ
木
戸
柵
を
か
ま
へ
番
人
を
出
、
往
来
之
侍
相
改
候
様
ニ

と
有
之
候
ニ
付
、
御
差
図
之
通
、
小
橋
下
ニ
番
人
差
出
置
候
處
、
上
下

拾
人
余
夜
中
ニ
罷
越
候
ニ
付
、
番
人
共
と
か
め
候
得
者
、
柏
原
源
左

衛
門
と
申
者
ニ
而
、
板
倉
伊
賀
守
殿

御
内
用
之
儀
、
御
申
付
罷
通
り

候
と
答
候
ニ
付
、
番
人
共
承
、
武
士
方
之
儀
者
宗
右
衛
門
江
相
尋
通
、

可
申
旨
申
聞
候
処
、
御
急
用
之
儀
、
時
刻
移
申
儀
難
成
由
ニ
而
押
而
罷

通
候
趣
、
早
速
番
人
共
申
聞
候
、
伊
賀
守
殿
御
差
図
ニ
而
相
改
候
所
ニ

申
方
疑
敷
候
ニ
付
、
宗
右
衛
門
勝
正
并
忰
孫
次
郎
勝
清
人
数
召
連
、
馬

ニ
而
追
懸
八
幡
堤
ニ
而
就
着
、
い
か
様
之
御
用
ニ
而
通
候
哉
与
尋
候
所
、



否
応
も
不
申
源
左
衛
門
引
返
シ
討
懸
り
候
を
相
防
、
鑓
ニ
而
突
留
、
首

を
取
、
引
連
候
者
共
悉
討
取
、
伊
賀
守
殿
方
江
源
左
衛
門
首
為
持
、
右

之
趣
申
達
候
處
、
則
駿
府
江
被
差
上
候
旨
ニ
御
座
候
處
、
権
現
様
ニ
者

早
駿
府
を
被
為
遊
御
出
馬
、
三
州
吉
田
之
御
城
ニ
而
達
上
聞
、
源
左
衛

門
首
被
為
遊
上
覧
、
御
陣
之
御
首
途
と
被
為
遊
御
悦
喜
候
旨
、
京
都
二

条
御
着
城
之
上
、
宗
右
衛
門
并
忰
孫
次
郎
被
為
召
出
、
御
目
見
被
為
仰

付
、
難
有
奉
蒙
上
意
候
、

　
　
　
　

 

右
源
左
衛
門
親
者
彦
右
衛
門
与
申
者
ニ
而
、
石
田
治
部
少
輔
方
ニ

而
家
老
役
相
勤
、
濃
州
岐
阜
之
城
内
ニ
而
討
死
仕
候
旨
、
源
左
衛

門
儀
者
日
頃
板
倉
伊
賀
守
殿
江
茂
出
入
仕
、
大
坂
一
身
之
様
ニ
者

無
之
處
、
何
事
哉
覧
悪
意
を
企
、
其
段
露
顕
可
仕
様
子
故
、
京
都

を
退
、
大
坂
籠
城
之
志
ニ
而
罷
下
候
旨
、
源
左
衛
門
引
連
候
者
者
、

諸
浪
人
之
由
ニ
御
座
候
、

一
、 

元
和
元
卯
年
大
坂
御
陣
御
出
馬
之
節
、
奈
良
越
ニ
被
遊
御
通
候
間
、
木

津
川
御
道
筋
ニ
船
橋
懸
可
申
旨
、
宗
右
衛
門
江
被
仰
付
、
早
速
宗
右
衛

門
并
伜
孫
次
郎
木
津
江
罷
越
、
船
橋
を
懸
申
候
、
依
之
権
現
様
御
籏
本

其
外
御
軍
勢
、
無
滞
被
遊
御
通
候
、
其
節
宗
右
衛
門
御
側
江
被
為
召
寄
、

難
有
奉
蒙
上
意
候
、

　
　
　
　

 

右
之
節
、
宗
右
衛
門
眼
病
気
罷
在
候
處
、
御
尋
被
為
成
下
、
御
目

薬
被
為
下
置
、
恐
多
難
有
奉
存
候
段
申
伝
置
候
、
此
舟
橋
御
用
申

付
候
舟
者
、
淀
・
一
口
・
吐
師
・
木
津
・
加
茂
・
笠
置
・
瓶
ヶ
原
、

七
ヶ
所
之
上
荷
船
ニ
而
御
座
候
、

一
、 

同
御
陣
之
節
、
山
城
川
筋
河
内
路
之
堤
大
坂
方
よ
り
夥
敷
切
放
水
逆
落

ニ
流
込
、
河
州
茨
田
郡
大
庭
庄
門
真
庄
八
ヶ
庄
拾
七
ヶ
庄
摂
州
矢
〔
八
〕部

榎
並
庄
江
大
分
水
を
湛
、
村
々
及
洪
水
、
御
陣
所
之
御
通
路
御
寄
手
御

不
自
由
ニ
罷
成
、
一
旦
片
桐
市
正
江
水
留
被
為
仰
付
候
得
共
、
留
り
不

申
候
故
、
宗
右
衛
門
江
水
留
被
為
仰
付
、
早
速
忰
孫
次
郎
召
連
右
切
所

江
罷
越
、
所
持
仕
候
屋
形
船
其
外
過
書
船
数
拾
艘
乗
沈
メ
水
を
防
、
土

俵
竹
木
を
以
築
留
、
其
上
大
和
川
之
堤
切
明
ヶ
候
ニ
付
、
湛
水
引
落
申

候
、
依
之
御
寄
手
御
陣
所
之
御
通
路
、
御
自
由
ニ
相
成
申
候
、

一
、 

寅
卯
両
年
大
坂
御
陣
中
二
条
従
御
城
、御
弓
御
鉄
砲
御
軍
用
之
御
道
具
、

其
外
諸
国
よ
り
之
御
兵
粮
米
備
竹
把
諸
材
木
等
運
送
之
儀
、
宗
右
衛
門

江
被
為
仰
付
、
船
々
夫
々
下
知
仕
、
御
用
無
滞
相
勤
申
候
、

一
、 

卯
五
月
八
日
御
勝
利
之
上
、
権
現
様
被
為
遊
御
上
京
候
節
、
御
道
中
ニ

而
俄
風
雨
強
、
御
供
衆
中
殊
之
外
難
儀
ニ
有
之
候
処
、
宗
右
衛
門
雨
具

等
差
出
申
候
、
其
節
淀
古
城
ニ
而
藤
堂
和
泉
守
御
膳
差
上
候
筈
有
之
候

處
、
古
城
江
者
不
被
為
入
、
宗
右
衛
門
淀
居
屋
敷
江
被
為
遊
入
御
、
御

装
束
抔
被
為
召
替
、
御
膳
被
為
召
上
候
、
其
刻
宗
右
衛
門
并
忰
孫
次

郎
御
前
江
被
為
召
出
、
御
盃
頂
戴
仕
、
御
陣
中
御
奉
公
仕
候
段
、
御

悦
喜
被
為
思
召
之
旨
、
難
有
上
意
を
以
緋
威
之
御
具
足
御
替
御
兜
共

御所
々
葵
之

紋
有
之
并
御
刀
信
国
作
金白
木
御
鞘

二
重
御
鎺
拝
領
仕
、
右
二
品
共
所
持
仕
候
、

　
　
　
　





　
　

 

柏
原
源
左
衛
門
討
取
候
節
、
召
連
候
家
来
共
迄
御
目
通
江
被
為
召
出
、

難
有
御
儀
奉
存
候
、

　
　
　
　

 

右
御
成
御
殿
之
儀
者
正
徳
四
午
年
八
月
八
日
之
夜
、
大
風
ニ
而
吹

崩
申
候
故
、
同
月
廿
二
日
京
都
町
奉
行
所
江
相
届
た
ゝ
ミ
置
残
木

今
ニ
所
持
仕
候
、

一
、 

京
都
御
着
城
之
以
後
、
権
現
様
台
徳
院
様
駿
府
江
還
御
之
前
、
宗
右
衛

門
并
忰
孫
次
郎
二
条
御
城
江
被
為
召
出
、
御
目
見
被
為
仰
付
難
有
奉
蒙

上
意
、
柏
原
源
左
衛
門
討
留
、
摂
州
河
州
之
大
水
を
防
留
、
其
外
御
陣

中
御
奉
公
仕
候
儀
、
被
為
遊
御
悦
喜
候
、
追
而
御
加
増
可
被
為
下
置
旨
、

御
内
意
有
之
、
古
来
之
通
、
淀
川
過
書
奉
行
相
勤
可
申
旨
、
過
書
船
上

米
之
儀
、
為
家
領
被
為
下
置
候
、
且
城
州
・
河
州
ニ
而
御
代
官
所
木
津

川
筋
七
ヶ
所
之
上
荷
船
、
城
州
鹿
ヶ
谷
・
大
原
・
梅
ヶ
畑
御
入
木
山
支

配
、
前
々
之
通
無
相
違
被
為
仰
付
之
旨
、
土
井
大
炊
頭
殿
を
以
被
仰
渡

候
、
右
之
前
後
淀
ニ
而
町
奉
行
同
様
相
勤
罷
在
候
、

一
、
元
和
元
卯
年
五
月

　
　

権
現
様
江　
　

羽
二
重　
　

五
拾
疋　

献
上
仕
候
、

　
　

台
徳
院
様
江　

く
れ
な
い　

拾
斤　
　

献
上
仕
候
、

一
、 

大
坂
御
陣
中
御
用
御
茶
之
御
道
具
、宗
右
衛
門
勝
正
江
被
為
遊
御
預
ケ
、

右
之
御
道
具
淀
稲
葉
丹
後
守
居
城
京
口
櫓
ニ
入
置
唯
今
ニ
至
、
私
封
印

仕
置
申
候
、

　
　
　
　
　
　
　

右
御
道
具
品
々

　
　

一
、
土
ふ
ろ　
　
　
　
　

壱
ツ　
　

一
、
茶
か
ま　
　
　

五
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
三
ツ　

ふ
た
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
ツ　

ふ
た
な
し



　
　

一
、
か
ね
の
水
さ
し　
　

壱
ツ　
　

一
、
焼
物
油
次　
　

壱
ツ

　
　

一
、
茶
わ
ん　
　
　
　
　

拾
弐　
　

一
、
籠　
　
　
　
　

壱
ツ

　
　

一
、
茶
う
す　
　
　
　
　

壱
か
ら　

一
、
焼
物
は
ん
と　

壱
ツ

　
　
　
　
　
　

但
箱
入

　
　

一
、
炭　
　
　
　
　
　
　

三
本　
　

一
、
ふ
く
へ　
　
　

壱
ツ

　
　

一
、
炭
取　
　
　
　
　
　

壱
ツ　
　

一
、
い
ろ
り
ふ
ち　

壱
ツ

　
　

一
、
茶
弁
当　
　
　
　
　

壱
ツ　
　

一
、
あ
ん
と
う　
　

弐
ツ

　
　

一
、
火
か
き　
　
　
　
　

弐
ツ　
　

一
、
茶
つ
ほ　
　
　

弐
ツ

　
　

一
、
土
ほ
う
ろ
く　
　
　

三
ツ　
　

一
、
台
子　
　
　

大
小

　
　
　
　
　

内
壱
ツ
ひ
た
き
あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
ツ

　
　

一
、
灰
箱
入　
　
　
　
　

壱
ツ　
　

一
、
水
船　
　
　
　

壱
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
へ
桶
ふ
た
入
ル

　
　

一
、
明
き
箱　
　
　
　
　

弐
ツ　
　

一
、
明
キ
道
具
箱　

壱
ツ

　
　

一
、
長
く
ら
か
け　
　
　

壱
ツ

　
　
　
　
　
　
　

以
上

一
、 

私
所
司
代
御
支
配
請
候
儀
者
、
権
現
様
上
意
之
趣
、
越
谷
御
鷹
野
之
節
、

お
あ
ち
や
殿

板
倉
伊
賀
守
殿
江
河
村
与
三
右
衛
門
跡
式
之
儀
、
御
通

達
有
之
候
御
状
之
内
ニ
所
司
代
御
支
配
之
儀
御
座
候
、
右
御
状
御
写
被

成
伊
賀
守
殿

宗
右
衛
門
江
御
状
ニ
而
被
仰
下
候
、
右
御
状
弐
通
共
唯

今
所
持
仕
罷
在
候
写
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

尚
以
文
之
う
つ
し
進
之
候
間
、
如
其
御
肝
煎
尤
存
候
、

以
上
、

　
　
　
　
　
　

 

其
以
来
ハ
不
申
年
々
、河
与
三
右
御
代
官
所
如
何
可
有
候
と
、

御
あ
ち
や
迄
文
を
遣
候
へ
共
、
内
儀

御
申
越
候
間
、
文
を

則
御
あ
ち
や
さ
ま
へ
遣
候
へ
ハ
、
あ
と
敷
無
相
違
、
其
所
藤

五
郎
両
人
之
肝
煎
候
様
ニ
と
の
御
返
事
候
間
、
写
を
申
披
見

て
、
如
其
尤
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
伊
賀
守

　
　
　
　
　
　

霜
月
十
六
日 

　
　
　

判

　
　
　
　
　
　
　

淀

　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
惣
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

番
所

　
　
　
　

お
あ
ち
や
殿

板
倉
伊
賀
守
殿
江
御
状
写

　
　
　
　
　
　
　
　

 

か
へ
す

う
へ
さ
ま
の
御
き
け
ん
よ
く
御
入
候
、

御
心
や
す
く
そ
ん
し
め
し
ま
い
ら
せ
候
、
な
に
ゝ
て
も

御
よ
う
の
事
候
ハ
ヽ
、
御
申
入
候
へ
く
候
、
め
て
た
く

か
し
く
、

　
　
　
　
　
　

 

文
ま
い
ら
せ
候
、
か
す

う
れ
し
く
思
ひ
候
へ
く
候
、

ま
つ

う
へ
様
よ
の
つ
ね
御
そ
く
さ
い
様
に
て
、
い
ま

ほ
と
こ
し
か
い
ニ
な
ら
せ
ら
れ
、
日
々
に
御
た
か
野
な
さ
れ

て
、
か
り
や
す
く
思
し
め
し
ま
い
ら
せ
候
、
そ
の
は
う
に
も
、

何
事
御
入
候
ハ
す
候
よ
し
、
め
て
た
く
お
ハ
し
ま
し
候
、
又

よ
と
の
与
三
右
衛
門
あ
と
め
の
事
申
上
候
へ
ハ
、
あ
と
し
き

の
事
ハ
、
そ
う
い
御
さ
候
ハ
す
候
、
ま
こ
二
郎
も
こ
な
た
の

物
候
へ
く
候
ま
ゝ
、
ま
こ
二
郎
ニ
そ
こ
も
と
ま
つ
し
は
い
い

た
し
候
へ
と
の
き
よ
い
候
へ
く
候
、
と
う
五
郎
事
も
よ
く
申



上
候
、
ふ
た
り
の
物
と
も
御
申
つ
け
な
さ
れ
候
ハ
ん
と
そ
ん

し
候
、
め
て
た
く
か
し
く
、

　
　
　
　
　
　

う
つ
し

　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
六
日　

こ
し
か
い

　
　
　
　
　
　

い
た
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

い
か
の
守
殿
へ
、
あ
ち
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

候
へ
く
候
、

　
　

 

慶
長
拾
九
年
元
和
元
年
大
坂
御
陣
両
年
共
、
宗
右
衛
門
父
子
御
奉
公
相

勤
申
候
得
共
、
古
来

両
人
ニ
而
過
書
支
配
仕
来
候
間
、
同
役
被
仰
付

被
下
度
旨
、
伊
賀
守
殿
江
申
上
候
処
、
其
段
御
申
上
ニ
而
角
倉
与
一
を

同
役
被
為
仰
付
候
、
右
宗
右
衛
門
元
和
二
辰
年
十
二
月
廿
二
日
病
死

仕
、
年
齢
相
知
不
申
、
京
都
東
山
一
心
院
江
葬
、

　
　
　
　
　
　

勝
正
妻　
　

有
無
不
相
知
、

　
　
　
　
　
　

勝
正
惣
領　

譜
末
ニ
有
之
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
正
惣
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隠
居
仕
宗
順

一
、
二
代
目　
　

生
国　

山
城　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
宗
右
衛
門
勝
清

　
　
　
　
　

母
方　
　

不
相
知

　
　

 

慶
長
拾
九
寅
年
二
条
於
御
城
、
権
現
様
江
父
宗
右
衛
門
勝
正
一
緒
ニ
御

目
見
仕
候
、
元
和
元
卯
年
五
月
八
日
御
勝
利
之
上
、
権
現
様
被
為
遊
御

上
京
候
節
、
宗
右
衛
門
勝
正
淀
居
屋
敷
江
被
為
遊
入
御
候
砌
、
父
宗
右

衛
門
勝
正
一
緒
ニ
御
目
見
御
盃
頂
戴
仕
候
、
京
都
御
着
城
之
以
後
、
権

現
様
台
徳
院
様
駿
府
江
還
御
前
、
父
宗
右
衛
門
勝
正
一
緒
ニ
御
目
見
被

仰
付
、
難
有
奉
蒙
上
意
候
、
元
和
二
辰
年
月
日
不
相
知
家
督
御
役
儀
共
、

父
宗
右
衛
門
之
通
被
仰
付
、
同
三
巳
年
八
月
廿
八
日
従
台
徳
院
様
知
行

御
書
替
之
御
朱
印
頂
戴
仕
、
今
以
持
伝
罷
在
候
、

　
　
　
　
　

御
朱
印
写

　
　
　
　
　
　

 

山
城
国
勝
龍
寺
神
足
両
村
之
内
七
拾
石
、
同
国
淀
郷
内
三
拾

五
石
、
摂
津
国
御
願
塚
之
内
八
十
石
、
都
合
百
八
拾
五
石
事
、

如
前
々
可
全
知
行
者
也
、

　
　
　
　
　
　

元
和
三

　
　
　
　
　
　
　
　

八
月
廿
八
日　

御
朱
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
惣
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　

寛
永
六
巳
年

　
　
　
　
　
　
　

大
は
く　
　
　

壱
斤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

献
上
仕
候
、

　
　
　
　
　
　
　

く
れ
な
い　
　

壱
斤

　
　
　
　

寛
永
三
寅
年

　
　

台
徳
院
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

御
上
洛
之
節
、
粽
献
上
仕
候
、
且
又
御
賄
御
用
相
勤
、

　
　

大
猷
院
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
ツ
そ
め

　
　

同
年
九
月
廿
四
日　

御
紋
附
御
小
袖
弐
ツ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
ツ
あ
や

　
　

同
御
羽
織
壱
け
ん
し
ゆ
ち
ん
拝
領
仕
候
、



　
　
　
　

寛
永
六
巳
年

　
　
　
　
　
　
　

大
は
く　
　

壱
斤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

献
上
仕
候
、

　
　
　
　
　
　
　

く
れ
な
い　

壱
斤

明
暦
二
申
年
正
月
願
之
通
、
隠
居
被
仰
付
、
宗
順
与
相
改
、
万
治
元
年

三
月
廿
九
日
七
拾
三
歳
ニ
而
病
死
仕
、
城
州
淀
誓
用
院
江
葬
、

　
　
　
　

勝
清
妻　
　

役
儀
相
知
不
申
候
、　

別
所
孫
次
郎
名
乗
不
知
娘

　
　
　
　

勝
清
惣
領　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
孫
次
郎
勝
俊

　
　
　
　
　
　
　
　

正
保
元
申
年
正
月
七
日
三
拾
六
歳
ニ
而
病
死
仕
候
、

　
　
　
　

勝
清
養
子　
　

譜
末
ニ
有
之
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
養
子

　
　
　
　

勝
清
女
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
惣
右
衛
門
清
治
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
宗
右
衛
門
勝
清
養
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筋
方
相
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嶋
藤
左
衛
門
名
乗
不
相
知
次
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
次
郎

一
、
三
代
目　

生
国　

武
蔵　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
惣
右
衛
門
清
治

　
　
　
　
　
　

養
母　

別
所
孫
次
郎
娘

　
　
　
　

母

　
　
　
　
　
　

実
母　

不
相
知

右
惣
右
衛
門
儀
、
続
相
知
不
申
候
、
明
暦
二
申
年
正
月
父
宗
右
衛
門
隠

居
願
之
通
被
仰
付
、
家
督
御
役
儀
共
、
如
父
時
被
仰
付
候
、
参
府
御
目

見
仕
候
儀
、
留
書
無
御
座
候
処
、
四
代
目
源
之
助
清
真
元
禄
十
六
未
年

四
月
参
府
仕
候
節
、
寛
文
八
年
六
月
十
三
日
、
寛
文
拾
二
年
六
月
廿
九

日
御
暇
被
下
候
節
、父
惣
右
衛
門
并
源
之
助
儀
者
部
屋
住
ニ
而
両
人
共
、

御
羽
織
御
時
服
拝
領
仕
候
段
申
上
候
処
、
仙
石
伯
耆
守

書
付
を
以
、

窺
相
成
候
趣
、
源
之
助
江
被
申
聞
候
付
、
則
写
取
候
伺
書
写
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
惣
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

源
之
助

　
　

 

右
両
人
寛
文
八
申
年
六
月
十
三
日
御
暇
被
下
候
節
、
父
子
共
ニ
時

服
二
御
羽
織
拝
領
仕
候
由
、
源
之
助
申
候
得
共
、
御
納
戸
ニ
者
相

見
不
申
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
源
之
助

　
　
　
　

 

寛
文
十
二
子
年
六
月
廿
九
日
御
暇
被
下
候
節
、
時
服
二
御
羽
織
拝

領
仕
候
由
、
御
納
戸
控
相
見
申
候
、

　
　

一
、
天
和
二
戌
年
御
暇
之
節
者
、
父
子
共
ニ
拝
領
物
不
仕
候
、

　
　
　
　
　
　

五
月

一
、 

延
宝
元
丑
年
禁
裏
炎
上
ニ
付
、
御
仮
殿
御
普
請
奉
行
相
勤
申
候
、
尤
何

方
ニ
而
被
仰
付
候
哉
相
知
不
申
候
、
并
御
褒
美
拝
領
物
有
無
相
知
不
申

候
、

一
、 

延
宝
五
巳
年
法
皇
御
所
女
院
御
所
御
仮
殿
御
普
請
奉
行
、
平
野
猪
兵
衛

惣
右
衛
門
両
人
江
被
仰
付
、
無
滞
相
勤
、
為
御
褒
美
金
弐
枚
宛
拝
領
仕

候
、
尤
何
方
ニ
而
被
仰
付
候
哉
、
并
拝
領
物
仕
候
月
日
相
知
不
申
候
、

右
惣
右
衛
門
元
和
元
酉
年
三
月
五
日
五
拾
弐
歳
ニ
而
病
死
仕
、
城
州
淀

誓
用
院
江
葬
、

　
　
　
　
　

清
治
妻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
宗
右
衛
門
勝
清
娘

　
　
　
　
　

清
治
養
子　

譜
末
ニ
有
之
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
養
子

　
　
　
　
　

清
治
女
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
源
之
助
清
真
妻



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
惣
右
衛
門
清
治
養
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
御
番
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
平
豊
前
守
勝
義
末
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隠
居
仕
如
水

一
、
四
代
目　

生
国　

武
蔵　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
源
之
助
清
真

　
　
　
　
　
　

養
母　

家
女

　
　
　
　

母

　
　
　
　
　
　

実
母　

家
女

　
　

 

右
源
之
助
儀
、
続
相
知
不
申
候
、
寛
文
十
二
子
年
四
月
廿
八
日
御
納
戸

構
ニ
而
青
銅
百
匹
献
上
、
嚴
有
院
様
江
御
目
見
仕
、
同
年
六
月
廿
九
日

躑
躅
之
於
御
間
御
暇
被
下
、御
紋
附
御
羽
織
同
御
時
服
弐
ツ
拝
領
仕
候
、

天
和
元
酉
年
十
二
月
廿
三
日
家
督
被
仰
付
、
淀
川
筋
過
書
船
木
津
川
筋

上
荷
船
御
入
木
山
支
配
被
仰
付
、
御
代
官
之
儀
者
相
勤
不
申
候
、
天
和

弐
戌
年
五
月
廿
八
日
御
納
戸
構
ニ
而
青
銅
百
匹
献
上
、
常
憲
院
様
江
御

目
見
仕
、
同
八
月
朔
日
躑
躅
之
御
間
ニ
而
御
暇
被
下
、
拝
領
物
無
御
座

候
故
奉
願
候
処
、
其
砌
朝
鮮
人
来
朝
ニ
付
、
御
用
多
節
故
、
重
而
御
礼

罷
下
候
節
、
先
格
之
趣
相
違
有
間
敷
旨
、
大
目
附
衆
被
申
聞
候
、
元
禄

十
六
未
年
四
月
廿
八
日
御
納
戸
構
ニ
而
青
銅
百
匹
献
上
、
常
憲
院
様
江

源
之
助
并
忰
孫
次
郎
御
目
見
仕
、
同
六
月
五
日
躑
躅
之
御
間
ニ
而
御
暇

被
仰
付
候
節
、
御
紋
附
御
時
服
二
ツ
源
之
助
拝
領
仕
候
、
忰
孫
次
郎
儀

者
拝
領
不
仕
候
、
正
徳
元
卯
年
百
石
以
下
之
面
々
、
知
行
之
御
朱
印
御

改
ニ
付
、
松
平
紀
伊
守
殿
拝
見
可
被
成
ニ
付
、
同
二
辰
年
二
月
差
出
候

書
付
之
写
、

　
　
　
　
　
　
　
　

覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祖
父

　
　

台
徳
院
様
御
朱
印
元
和
三
年　
　
　
　
　
　
　

木
村
惣
右
衛
門
頂
戴

　
　
　
　

此
高
百
八
拾
五
石

　
　
　
　
　
　
　
　

内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
州
乙
訓
郡

　
　
　
　

一
、
七
拾
石　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
龍
寺
村
之
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
州
紀
伊
郡
淀
郷
之
内

　
　
　
　

一
、
三
拾
五
石　
　
　
　
　
　
　
　
　

納
所
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

之
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
垂
村

　
　
　
　

一
、
八
拾
石　
　
　
　
　
　
　

摂
州
川
辺
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
願
塚
村
之
内

　
　

 

右
之
外
拝
領
地
無
御
座
候
、
御
朱
印
高
百
八
拾
五
石
与
御
座
候
、
然
共

知
行
高
弐
百
石
与
前
々

申
上
来
候
、
何
頃
奉
願
弐
百
石
之
高
被
成
下

候
哉
此
訳
相
知
不
申
候
、
御
朱
印
ニ
勝
龍
寺
神
足
両
村
内
与
御
座
候
得

共
、
此
場
所
茂
勝
龍
寺
村
計
ニ
而
神
足
村
ニ
者
無
御
座
候
、
以
上
、

　
　
　
　

正
徳
弐
壬
辰
年
二
月　
　
　
　

 

木
村
源
之
助  

印
書
判

　
　
　
　
　
　

安
藤
右
京
亮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宛

　
　
　
　
　
　

松
平
備
前
守

　
　

 

私
拝
領
地
之
儀
、
御
朱
印
高
百
八
拾
五
石
与
御
座
候
、
然
共
前
々

弐

百
石
之
知
行
高
ニ
申
上
来
候
、
此
度
ハ
御
改
ニ
付
、
御
書
付
被
下
候
儀

ニ
も
御
座
候
者
、
高
弐
百
石
ニ
被
成
下
候
様
奉
願
度
奉
存
候
、
以
上
、

　
　
　
　

正
徳
弐
壬
辰
年
二
月 

木
村
源
之
助  

印
書
判

　
　

 
同
年
三
月
十
四
日
御
朱
印
紀
伊
守
殿
拝
見
被
成
、此
中
差
出
候
書
付
共
、

江
戸
江
御
下
シ
可
被
成
、
尤
之
書
付
ニ
思
召
候
旨
被
仰
聞
候
、
正
徳
二

辰
年
五
月
十
三
日
願
之
通
隠
居
被
仰
付
、
剃
髪
仕
如
水
与
相
改
、
享
保



十
六
亥
年
三
月
四
日
七
拾
九
歳
ニ
而
病
死
仕
、
京
都
東
山
一
心
院
江
葬
、

　
　
　
　
　

清
真
妻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
惣
右
衛
門
清
治
娘

　
　
　
　
　

清
真
惣
領　
　

譜
末
ニ
有
之
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
相
国
寺
塔
頭

　
　
　
　
　

清
真
次
男　
　
　
　
　
　
　
　
　

光
源
院
住
職
実
名
不
知

　
　
　
　
　
　

 
右
光
源
院
儀
、
禅
宗
師
匠
并
右
寺
住
職
仕
候
年
月
不
相
知
、

宝
暦
三
酉
年
十
二
月
廿
四
日
病
死
仕
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
住
浪
人
ニ
而
罷
在
候

　
　
　
　
　

清
真
三
男　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
丹
治

　
　
　
　
　
　

元
文
二
年
四
月
十
日
病
死
仕
候
、

　
　
　
　
　

清
真
女
子　
　

早
世
仕
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
真
惣
領　
孫
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隠
居
仕
秋
山

一
、
五
代
目　

生
国　

山
城　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
宗
右
衛
門
芳
経

　
　
　
　

母　

家
女

　
　

 

元
禄
十
六
未
年
四
月
廿
八
日
御
納
戸
構
ニ
而
青
銅
百
疋
献
上
、
常
憲
院

様
江
父
源
之
助
一
緒
ニ
初
テ
御
目
見
仕
、
六
月
五
日
躑
躅
之
御
間
ニ
而

御
暇
被
下
、
拝
領
物
不
仕
候
、
父
源
之
助
儀
病
身
ニ
付
、
宝
永
七
寅
年

五
月
廿
六
日
御
用
向
諸
証
文
ニ
私
加
印
ニ
而
差
上
申
度
旨
、
父
源
之
助

相
願
候
処
、
勝
手
次
第
ニ
可
仕
旨
、
同
年
六
月
十
一
日
被
仰
渡
、
宝
永

六
丑
年
御
代
替
ニ
付
、
為
御
礼
源
之
助
参
府
可
仕
処
、
病
身
ニ
罷
在
候

ニ
付
、
孫
次
郎
参
府
仕
御
礼
申
上
度
段
、
宝
永
七
寅
年
八
月
奉
願
、
同

年
十
一
月
朔
日
御
納
戸
構
ニ
而
于
鯛
一
箱
献
上
、
文
照
院
様
江
御
目
見

仕
、
同
年
十
二
月
廿
七
日
躑
躅
之
御
間
ニ
而
御
暇
被
下
、
御
紋
附
御
羽

織
同
御
時
服
弐
ツ
拝
領
仕
候
、
正
徳
二
辰
年
五
月
十
三
日
父
源
之
助
願

之
通
隠
居
被
仰
付
、
家
督
御
役
儀
共
如
父
時
被
仰
付
、
享
保
八
卯
年
五

月
十
五
日
于
鯛
一
箱
献
上
、
有
徳
院
様
江
御
目
見
仕
、
同
年
五
月
廿
三

日
躑
躅
之
御
間
ニ
而
御
暇
被
下
、
御
紋
附
御
時
服
弐
ツ
拝
領
仕
候
ニ
付
、

御
先
格
之
通
御
紋
附
御
羽
織
頂
戴
仕
度
段
相
願
候
所
、
御
倹
約
等
之
御

時
節
故
、
重
而
参
府
之
節
、
先
格
之
通
相
願
可
然
旨
、
大
目
附
太
田
備

中
守
被
申
聞
候
、

一
、 

元
文
三
午
年
十
月
十
九
日
於
所
司
代
、
江
州
坂
本
御
宮
廻
り
御
修
覆
御

普
請
奉
行
角
倉
與
一
宗
右
衛
門
両
人
江
被
仰
付
、
無
滞
相
勤
、
元
文
四

未
年
五
月
廿
六
日
為
御
褒
美
御
時
服
弐
宛
拝
領
仕
候
、
右
宗
右
衛
門
延

享
四
卯
年
九
月
三
日
願
之
通
隠
居
被
仰
付
、
剃
髪
仕
秋
山
与
相
改
、
宝

暦
四
戌
年
九
月
十
二
日
七
拾
六
歳
ニ
而
病
死
仕
、
京
都
東
山
一
心
院
江

葬
、

　
　
　
　
　

芳
経
妻　
　

節
目
不
相
知
、

　
　
　
　
　

芳
経
惣
領　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
孫
次
郎
勝
攄

　
　
　
　
　
　
　

元
文
四
巳
年
八
月
十
四
日
十
三
歳
ニ
而
病
死
仕
候
、

　
　
　
　
　

芳
経
次
男　

早
世
仕
候
、　
　
　
　
　

木
村
金
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
二
条
御
城
御
殿
預
り
三
輪
七
之
助
光
久
娘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

織
田
山
城
守
家
来

　
　
　
　
　

芳
経
養
女
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
駒
主
水
道
綱
妻

　
　
　
　
　

芳
経
養
子　
　

譜
末
ニ
有
之
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
養
子

　
　
　
　
　

芳
経
女
子　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
宗
右
衛
門
勝
之
妻



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
宗
右
衛
門
芳
経
養
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
住
浪
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
丹
治
次
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幼
名　

源源
太
郎

之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
六
代
目　

高
弐
百
石
摂山
城津
之
内
生本
国国
山
城　
　
　
　

木
村
宗
右
衛
門
勝
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
当
主
六
十
二
歳

　
　
　
　
　
　

養
母　

筋
目
不
相
知

　
　
　
　

母

　
　
　
　
　
　

実
母　

筋
目
不
相
知

　
　

 

私
儀
延
享
四
丁
卯
年
九
月
三
日
養
父
宗
右
衛
門
隠
居
願
之
通
被
仰
付
、

跡
式
被
下
置
、
淀
川
筋
過
書
船
并
木
津
川
筋
上
荷
船
御
入
木
山
支
配
可

相
勤
旨
被
仰
付
、
宝
暦
六
子
年
四
月
朔
日
御
納
戸
構
ニ
而
于
鯛
一
箱
献

上
、
淳
信
院
様
江
初
テ
御
目
見
江
仕
、
同
年
四
月
廿
一
日
躑
躅
之
御
間

ニ
而
御
暇
被
仰
付
、
御
紋
附
御
羽
織
同
御
時
服
二
ツ
拝
領
仕
候
、
寛
政

弐
庚
戌
年
五
月
廿
五
日
於
所
司
代
、
三
百
石
高
御
代
官
被
仰
付
、
過
書

船
差
配
等
之
儀
者
、
是
迄
之
通
可
相
心
得
旨
被
仰
渡
、
御
入
木
山
支
配

茂
如
前
々
相
勤
罷
在
候
、

一
、 

天
明
八
申
年
禁
裏
其
外
御
所
々
炎
上
ニ
付
、
御
造
営
御
材
木
淀
川
運
送

御
用
、
寛
政
元
酉
年
二
月
廿
一
日
御
造
営
御
普
請
会
所
ニ
而
角
倉
與
一

私
江
被
仰
付
、
無
滞
相
勤
、
寛
政
三
亥
年
正
月
十
五
日
於
所
司
代
、
為

御
褒
美
銀
弐
拾
枚
宛
拝
領
仕
候
、

一
、 

歳
暮
御
祝
儀
白
紗
綾
十
巻
、
角
倉
與
一
私
両
人

年
々
献
上
仕
候
、
右

者
何
頃

献
上
仕
候
哉
年
暦
相
知
不
申
候
、

　
　
　
　
　

妻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
宗
右
衛
門
芳
経
娘

　
　
　
　
　

実
子
惣
領　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
源
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
平
甲
斐
守
家
来

　
　
　
　
　

娘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
沢
権
太
夫
昌
鷹
妻

　
　
　
　
　

娘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

私
手
前
ニ
罷
在
候

　
　

右
之
通
御
座
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
代
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淀
川
過
書
船
木
津
川
筋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
荷
船
御
入
木
山
支
配

　
　
　

寛
政
三
辛
亥
年
八
月　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
宗
右
衛
門　

判

【
一
七
】
奉
歎
願
口
上
書

「（
表
紙
）
奉
歎
願
口
上
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
宗
右
衛
門　
　

」

　
　
　

奉
歎
願
口
上
覚

私
家
筋
之
儀
者
、
代
々
皇
都
或
者
淀
表
ニ
住
居
仕
、
代
々
時
之
政
所
ニ
随

奉
公
仕
来
候
處
、
前
幕
府
先
般
之
次
第
柄
何
共
奉
恐
入
候
、
私
儀
是
迄
之
儀

□
悟
仕
候
間
、
身
分
相
応
之
御
奉
公
被
為
仰
付
被
下
候
様
、
奉
歎
願
可
相
成

御
儀
ニ
御
座
候
ハ
ヽ
、
前
々

取
扱
馴
候
淀
川
過
書
船
木
津
川
上
荷
船
并
御

入
木
山
支
配
仕
、
代
々
代
官
役
相
勤
候
間
、
出
格
之
以
御
憐
愍
右
淀
川
過
書

船
支
配
其
外
共
、
只
今
迄
之
通
被
為
仰
付
被
下
置
度
旨
、
当
正
月
中
奉
願
上

候
處
、
同
月
廿
五
日
御
取
締
御
役
所
ニ
ヲ
イ
テ
、
御
代
官
并
淀
川
過
書
船
木

津
川
上
荷
船
御
入
木
山
支
配
共
、
是
迄
之
通
被
仰
付
候
旨
御
達
有
之
、
難
有

仕
合
奉
存
候
、
然
ル
處
当
二
月
六
日
参
輿
御
役
所
ニ
お
ゐ
て
、
淀
川
筋
諸
船

取
締
方
惣
而
自
今
御
差
免
之
旨
、
御
書
付
ヲ
以
被
仰
渡
候
、
右
ニ
付
猶
奉
歎



願
候
儀
者
奉
恐
入
候
得
共
、
一
体
過
書
船
支
配
之
儀
、
年
暦
不
相
分
往
古

相
勤
、
右
船
之
内
手
繰
今
井
船
与
唱
候
小
船
者
、
祖
代
造
立
禁
裏
御
用
魚
荷

積
登
、
当
時
下
請
之
者
、
日
々
運
送
罷
在
候
、
依
テ
惣
名
手
船
与
申
伝
候
、

一
、 
淀
川
筋
船
之
上
米
与
唱
、
運
上
銀
銭
相
納
候
分
、
祖
代

家
領
与
し
て

頂
戴
仕
、
右
之
内
過
書
座
方
江
配
当
い
た
し
遣
候
事
ニ
御
座
候
、

一
、 

天
正
年
中
享
保
年
中
両
度
之
類
焼
ニ
而
諸
書
物
焼
失
仕
、
聢
与
不
相
分

候
得
共
、
天
道
船
之
儀
、
往
古
天
皇
御
乗
船
相
成
、
右
を
以
天
道
船
与

相
唱
候
由
伝
承
仕
候
、
且
延
宝
年
中
以
来
、
御
所
表
御
普
請
且
御
凶
事

御
用
等
、
度
々
相
勤
候
儀
御
座
候
、
往
古

引
続
当
節
迄
支
配
仕
候
ニ

付
、
可
相
成
御
儀
ニ
御
座
候
ハ
ヽ
、
格
別
之
御
憐
愍
を
以
、
是
迄
之
通

支
配
被
仰
付
被
成
下
候
ハ
ヽ
、重
々
難
有
仕
合
此
上
共
可
奉
励
忠
勤
旨
、

先
達
中
奉
願
上
候
、
然
ル
處
今
般
大
坂
行
幸
ニ
付
、
高
瀬

大
坂
迄
御

荷
物
万
端
運
送
御
用
、
角
倉
輿
一
私
江
被
仰
付
候
間
、
遅
滞
不
仕
様
可

相
勤
旨
被
仰
渡
候
ニ
付
、
乍
不
及
私
精
々
御
用
弁
取
計
可
仕
与
奉
存

候
、
然
ル
處
何
分
支
配
外
之
者
江
御
用
申
付
取
計
候
ニ
付
、
自
然
於
下

方
ニ
等
閑
之
儀
共
御
座
候
而
ハ
、
何
共
奉
恐
入
候
間
、
可
相
成
御
儀
御

座
候
ハ
ヽ
、
右
行
幸
以
前
ニ
前
々
之
通
、
支
配
蒙
仰
候
様
仕
度
、
此
段

猶
又
奉
歎
願
候
、
以
上
、

　
　
　
　
辰
三
月　
　
　
　
　
　

 

　
　
　

木
村
宗
右
衛
門

過
書
船
支
配
之
儀
、
先
般
御
差
免
被
仰
付
候
付
、
是
迄
之
通
支
配
被
仰
付
被

成
下
度
旨
、
去
月
廿
一
日
歎
願
仕
候
之
處
、
翌
廿
二
日
木
津
川
上
荷
舟
御
入

木
山
支
配
之
儀
ハ
、
是
迄
之
通
可
取
扱
旨
、
淀
川
過
書
船
之
儀
ハ
、
追
テ
御

沙
汰
可
有
之
段
、
御
付
紙
ヲ
以
被
仰
渡
候
、
然
ル
處
是
迄
同
役
角
倉
輿
一
儀

ハ
、
過
書
船
并
伏
見
新
舟
大
坂
内
川
船
之
総
テ
一
手
支
配
被
仰
付
候
旨
、
吹

聴
申
越
候
、
私
方
之
儀
ハ
、
祖
代
年
暦
不
相
分
、
従
往
古
過
書
船
支
配
仕
来

候
儀
ニ
付
、
何
卒
格
別
之
御
憐
愍
ヲ
以
、
右
支
配
被
仰
付
被
成
下
度
奉
存
候
、

此
段
奉
歎
願
候
、
以
上
、

　
　
　
辰
三
月　
　
　
　
　
　
　
　

 

木
村
宗
右
衛
門

【
一
八
】
奉
窺
候
覚

　
　
　

奉
窺
候
覚

私
儀
、
今
般
旧
禄
石
高
現
米
弐
百
俵
被
為
宛
行
候
旨
、
被
仰
渡
、
難
有
仕
合

奉
存
候
、
右
請
取
方
ノ
儀
、
如
何
相
心
得
可
申
哉
、
此
段
奉
窺
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雀
部
錬
之
進
触
下　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
士　
　
　
　
　

　
　
巳
四
月
十
四
日　

 

　
　
　
　
　

木
村
宗
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　

弁
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
役
所

【
一
九
】
奉
再
願
候
書
付

　
　
　
　

奉
再
願
候
書
付

私
之
知
行
高
弐
百
石
内
、
百
石
余
城
州
乙
訓
郡
ノ
内
、
八
拾
石
摂
州
川
辺
郡

ノ
内
ニ
有
之
、
身
分
ノ
儀
ハ
、
昨
春
以
来
不
相
替
御
用
被
仰
付
、
難
有
相
勤



罷
在
、
去
辰
年
八
月
中
、
京
都
府
へ
本
領
安
堵
ノ
儀
奉
願
候
得
共
、
急
速
御

沙
汰
無
御
座
候
ニ
付
、
猶
又
同
九
月
十
月
中
両
度
、
追
々
収
納
時
節
ニ
差
向

候
間
、
早
々
御
下
知
御
座
候
様
、
奉
願
候
得
共
、
御
沙
汰
無
御
座
、
猶
同

十
二
月
中
、
段
々
難
渋
申
上
、
当
年
之
知
行
収
納
ノ
分
、
取
立
候
テ
モ
不
苦

哉
ノ
旨
、
奉
伺
候
處
、
御
付
紙
ヲ
以
、
本
領
安
堵
ノ
儀
、
願
出
候
得
共
、
御

評
議
未
相
済
、
難
渋
ノ
旨
ニ
付
、
先
当
年
ノ
處
ハ
、
山
城
国
内
元
知
行
所
ノ

分
収
納
取
立
不
苦
、
摂
州
知
行
所
ノ
分
ハ
、
於
当
府
難
及
沙
汰
旨
、
御
下
知

相
成
候
ニ
付
、
山
城
国
内
ノ
分
収
納
取
立
申
候
處
、
右
地
所
全
体
水
腐
勝
ノ

場
所
ニ
有
之
候
處
、
昨
辰
年
ノ
儀
ハ
、
別
テ
水
損
多
ニ
テ
、
纔
米
七
石
余
ノ

収
納
米
迚
モ
難
取
続
、
不
得
止
当
巳
年
正
月
中
、
京
都
府
御
振
合
ニ
準
ヒ
、

大
坂
府
へ
摂
州
之
知
行
所
、
昨
辰
年
収
納
取
立
不
苦
哉
相
伺
候
處
、
御
付
札

ヲ
以
、
書
面
之
趣
、
行
政
官
へ
願
済
ノ
上
、
同
官
ヨ
リ
御
下
知
無
之
内
ハ
、

於
当
府
難
取
計
旨
、
御
下
知
ニ
相
成
、
殆
当
惑
仕
、
猶
又
京
都
府
へ
再
度
歎

願
中
、
今
般
旧
禄
石
高
現
米
弐
百
俵
被
為
宛
行
候
旨
、
被
仰
渡
、
難
有
仕
合

奉
存
候
、
此
上
歎
願
ヶ
間
敷
儀
奉
申
上
候
ハ
、
何
共
恐
多
奉
存
候
得
共
、
従

来
借
財
多
ノ
處
、
養
父
初
家
族
多
ニ
テ
、
別
テ
昨
年
来
必
至
難
渋
活
計
ノ
程
、

無
覚
束
場
合
ニ
至
リ
、
無
余
儀
親
属
好
身
ノ
者
へ
、
合
力
融
通
等
相
願
取
続

居
候
處
、
今
般
弐
百
俵
頂
戴
ノ
上
ハ
、
夫
々
返
弁
方
取
計
不
致
候
ハ
テ
ハ
難

相
済
、
既
ニ
御
当
地
同
席
共
ノ
内
、
昨
辰
午
之
知
行
所
収
納
皆
取
立
仕
候
者

モ
有
之
趣
、
及
承
候
間
、
可
相
成
御
儀
ニ
御
座
候
ハ
ヽ
、
摂
州
之
知
行
所
八

拾
石
、
昨
辰
年
分
収
納
仕
度
、
何
卒
出
格
ノ
御
評
議
ヲ
以
、
右
願
之
通
被
仰

付
被
成
下
候
様
、
偏
ニ
奉
願
上
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雀
部
錬
之
進
触
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淀
川
過
書
船

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
津
川
上
荷
船
掛
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
入
木
山

　
　
巳
六
月
二
日　
　

 

　
　
上
士　

木
村
宗
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　

弁
事

　
　
　
　
　
　
　
　

御
役
所

願
之
趣
、
大
坂
府
へ
相
達
置
候
間
、
同
府
へ
可
伺
出
事
、

　
　

六
月
四
日

【
二
〇
】
奉
再
願
候
書
付

上
士
木
村
宗
右
衛
門
ヨ
リ
別
紙
之
通
、
願
立
候
ニ
付
、
朱
書
之
通
、
差
図
ニ

及
置
候
間
、
伺
出
候
ハ
ヽ
、
願
之
通
辰
年
収
納
引
渡
御
取
計
可
有
之
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
留
守　
　

　
　
　
　

六
月
五
日　
　
　
　
　
　
　

 

弁
事

　
　
　
　
　
　
　

大
阪
府
御
中

願
之
趣
、
大
坂
府
ニ
相
達
置
候
間
、
同
府
江
可
伺
出
候
事
、

　
　
　

奉
再
願
候
書
付

一
、 
私
元
知
行
高
弐
百
石
内
、
百
石
余
城
州
乙
訓
郡
之
内
、
八
十
石
摂
州
川

辺
郡
之
内
ニ
有
之
、
身
分
之
儀
ハ
、
昨
春
以
来
不
相
替
御
用
被
仰
付
、

難
有
相
勤
罷
在
、
去
辰
年
八
月
中
、
京
都
府
江
本
領
安
堵
之
儀
、
奉
願



候
得
共
、急
速
御
沙
汰
無
御
座
候
付
、猶
又
同
九
月
十
月
中
両
度
、追
々

収
納
時
節
ニ
差
向
候
間
、
早
々
御
下
知
御
座
候
様
、
奉
願
候
得
共
、
御

沙
汰
無
御
座
、
猶
十
二
月
段
々
難
渋
申
上
、
当
年
元
知
行
収
納
之
分
取

立
候
て
も
不
苦
哉
之
旨
、
奉
伺
候
處
、
御
付
紙
を
以
、
本
領
安
堵
之
儀
、

願
出
候
得
共
、
御
評
議
未
タ
相
済
難
渋
之
旨
ニ
付
、
先
当
年
之
處
ハ
、

山
城
国
内
元
知
行
所
之
分
収
納
取
立
不
苦
、
摂
州
知
行
所
之
分
ハ
、
於

当
府
難
及
沙
汰
旨
、
御
下
知
相
成
ニ
付
、
山
城
国
内
之
分
収
納
取
立
申

候
處
、
右
地
所
全
体
水
腐
勝
之
場
所
ニ
有
之
候
處
、
昨
辰
年
之
儀
者
、

別
而
水
損
多
ニ
而
、
纔
米
七
石
余
之
収
納
米
迚
も
難
取
続
、
不
得
止
当

巳
年
正
月
中
、
京
都
府
御
振
合
ニ
準
ヒ
、
大
坂
府
江
摂
州
元
知
行
所
、

昨
辰
年
収
納
取
立
候
而
も
、
不
苦
哉
相
伺
候
處
、
御
付
紙
を
以
、
書
面

之
趣
行
政
官
江
願
済
之
上
、
同
官
よ
り
御
下
知
無
之
内
ハ
、
於
当
府
難

取
計
旨
、
御
下
知
相
成
、
殆
当
惑
仕
、
猶
又
京
都
府
江
再
度
歎
願
中
、

今
般
旧
禄
石
高
現
米
弐
百
俵
被
宛
行
候
旨
、
被
仰
渡
、
難
有
仕
合
奉
存

候
、
此
上
歎
願
ケ
間
敷
儀
奉
申
上
候
ハ
、
何
共
恐
多
奉
存
候
得
共
、
従

来
借
財
多
之
處
、
養
父
初
家
族
多
ニ
而
、
別
紙
昨
年
来
必
至
難
渋
、
活

計
之
程
無
覚
束
場
合
ニ
至
、
無
余
儀
親
属
好
身
之
者
江
、
合
力
融
通
等

相
頼
取
続
居
候
處
、
今
般
弐
百
俵
頂
戴
之
上
ハ
、
先
之
返
弁
方
取
計
不

致
候
而
者
難
相
済
、
既
ニ
御
当
地
同
席
共
之
内
、
昨
辰
年
元
知
行
所
収

納
取
立
仕
候
者
も
有
之
趣
、
及
承
候
間
、
可
相
成
御
儀
ニ
御
座
候
ハ
ヽ
、

摂
州
元
知
行
所
八
十
石
、
昨
辰
年
分
収
納
仕
度
、
何
卒
出
格
之
御
評
議

を
以
、
右
之
通
被
仰
付
被
成
下
候
様
、
偏
奉
願
上
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雀
部
錬
之
進
触
下　

　
　
　
　
巳
六
月
二
日　
　
　
　
　
　
　

 

木
村
宗
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　

弁
事
御
役
所

　

願
之
趣
、
大
坂
府
へ
相
達
置
候
間
、
同
府
へ
可
伺
出
事
、

上
士
木
村
宗
右
衛
門
ヨ
リ
前
紙
之
通
、
願
立
候
ニ
付
、
朱
書
之
通
差
図
ニ
及

置
候
間
、
伺
出
候
ハ
ヽ
、
願
之
通
辰
年
収
納
引
渡
御
取
計
可
有
之
候
や
、

　
　
　

六
月
五
日 

　
　
　
　
　

御
留
守　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弁
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
中

【
二
一
】
奉
再
願
候
書
付

　
　
　
　

奉
再
願
候
書
付

一
、 

私
儀
去
月
十
七
日
嘆
願
書
ヲ
以
、
昨
辰
年
収
納
米
代
御
下
渡
被
成
下
置

候
様
、
奉
願
候
處
、
御
落
手
被
成
下
、
難
有
仕
合
奉
存
候
、
然
ル
處
、

御
多
繁
不
顧
、
奉
再
願
候
儀
、
深
奉
恐
入
候
得
共
、
兼
テ
奉
申
上
候
通
、

従
前
大
借
難
渋
者
家
族
多
ニ
罷
在
候
處
、諸
物
価
高
直
ニ
テ
、昨
今
実
々

必
至
難
渋
仕
候
間
、
何
卒
出
格
之
御
憐
愍
ヲ
以
、
急
速
御
下
渡
被
成
下

候
様
、
御
取
計
之
程
、
偏
ニ
奉
願
上
候
、
清
水
礒
吉
ヨ
リ
借
請
金
返
納

方
之
儀
ハ
、
角
倉
輿
一
申
談
、
精
々
捗
取
候
様
、
為
仕
可
申
候
間
、
此

段
奉
再
願
候
、
以
上
、



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雀
部
錬
之
進
触
下　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
士　
　
　
　
　

　
　
　
　

巳
十
一
月
四
日　
　
　
　

 

木
村
宗
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　

留
守
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
伝
達
所



Kozue TAGUCHI, Koji MATSUSHITA, Hideo UNO: Old Documents on Forestry and 
Forest Products in Ohara, Kyoto, Japan (2): Documents related to Kimura Sohemon, 
Magistrate of Gonyubokuyama

　Ohara is located north of Kyoto City, and long provided fi rewood to downtown Kyoto, until 
the 1950s. The previous article (1) introduced old documents concerning the production and sale 
of fi rewood from the Edo Period until the early Meiji Period. This article (2) introduces 21 old 
documents related to Kimura Sohemon, the Governor of the Forest in Ohara through the Edo 
Period until the beginning of the Meiji Period.

　As a retainer and magistrate (Daikan) of the Edo government, the head of the Kimura family has 
taken the name Kimura Sohemon for generations. Together with the Suminokura family, they held 
the concession on the boats sailing the Yodo River between Osaka and Kyoto. The family was also 
put in charge of forests in several villages around Kyoto, and the forests under the control of the 
Kimura family were called gonyubokuyama. The trees growing in gonyubokuyama included sugi 
(Japanese cedar), hinoki (Japanese cypress), and matsu (Japanese red pine), which were designated 
as goyoboku, and it is thought that the villagers could not cut these species without permission.

　Kimura Sohemon occasionally made inspection tours of gonyubokuyama. Documents regarding 
these tours have been preserved and include Documents 1 through 16. Document 7 is a villager’s 
record of the preparation for one such tour and what happened during the tour. Documents 1, 5, 8, 
12, and 13 reveal the miscellaneous expenses that the villages had to bear for the tours, and how 
they shared the expenses. Documents 2-4, 6, 9-11, 14, and 15 document goyoboku, listing each 
tree with its location, the name of the villager or temple in charge, and the species. Some of the 
documents include the height of the lowest branch and circumference at eye-height.

　Documents 17 to 21 concern the Kimura family. Document 17, which was written in 1791, 
describes the history of the family. It refers mainly to deeds of arms and blood relationships 
of the family, but it also shows that the family was already in charge of the forests in the early 
Edo Period. The family control over the forests ended in the Meiji Period. Documents 18-21 are 
petitions submitted by the family at the beginning of the Meiji Period, when the family suffered 
economic hardships.


